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2018年度年報の発刊に当たって
2018年度の年報をお届けします。国立国語研究所（以下「国語研」）は 1948年 12月 22日に設立されま
した。また，2009年 10月 1日には，独立行政法人整備合理化計画により，大学共同利用機関法人人間文化
研究機構の一員として再発足しましたので 2019年 10月 1日に人間文化研究機構移管 10周年を迎えました。











































「国立国語研究所設置法」が昭和 23年 12月 20日に公布施行され，国家的な国語研究機関である国立国語研
究所の設置が実現したのである。その後，明治時代から大正，昭和初期にかけての日本語の混乱（漢字の激
増や，文語と口語の違いなど）を収拾し日本語の安定化に資するという当初の設置目的が薄れるとともに旧
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小木曽智信 教授
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外部評価委員会
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橋田浩一 東京大学大学院情報理工学研究科教授
森山卓郎 早稲田大学文学学術院教授
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Manfred B. Sellner（オーストリア科学アカデミ （ーオーストリア）客員研究員，受入教員：山崎誠）











予算額（当初） 決 算 額

















































































































ワークショップ 4回を含む），4班合同の発表会（Prosody and Grammar Festa 3）を 1回，国際シンポ
ジウム・ワークショップを 3件開催した。これら 15の企画において計 129件の研究発表が行われ（う
ち学生が筆頭発表者のもの 23件），計 795名（延べ）の参加者が得られた（うち海外機関研究者 30人，
大学院生を含む学生 153人）。
またプロジェクト全体で図書 4冊，論文 27編（ブックチャプター 9編含む），学術発表・講演 94件
（一般向け除く）を公開・刊行した（いずれもプロジェクトへの謝辞を記したもののみ）。このうちプロ
















チュートリアル「日本語の音声と文法」（2018年 6月 30日，7月 1日）を韓国の中央大学校で開催し，
大学院生 30人を含む合計 90人の参加を得た。





















に向けて発信した（Haruo Kubozono（ed.）Prosody and Prosodic Interfaces in Japanese and Korean，
国際誌 The Linguistic Review Vol. 36，No. 1）。また国内外において合計 11件のイベント（国内 3件，
海外 8件）を開催し，合計 684人の参加を得た。このうち国内では International Workshop on Frame
Semantics and FrameNet（慶應義塾大学），International Conference on Phonetics and Phonology（国




















































また，国外から刊行予定の　◯1 NINJAL国際シンポジウムExploiting Parsed Corpora：Applications in
Research, Pedagogy, and Processing，　◯2 NINJAL国際シンポジウムのMysteries of Verb-Verb Com-
plexes in Asian Languages，　◯3 NINJAL国際シンポジウムMimetics in Japanese and Other Language
of the Worldの 3つの研究成果のとりまとめ，編集作業を行った。さらに，日本語統語論の教育に特化






























国際シンポジウム 3件（Exploiting Parsed Corpora：Applications in Research, Pedagogy, and Pro-
cessing；Mysteries of Verb-Verb Complexes in Asian Languages；Mimetics in Japanese and Other
Language of the World）の研究成果の編集作業を進めた。国際会議において研究成果を 3件発表した。







































告（日本音声学会ワークショップ），　◯5 Sherman WILCOX教授による講演 Sign linguistics）。
【国際シンポジウム】
18 II 共同研究と共同利用




























































International Symposium “Approaches to Endangered Languages in Japan and Northeast Asia.” を
東京外大AA研，科研費基盤研究（S）と共同で開催した。これに関連して，8月 5日に危機言語に関
するポスター発表，およびハワイ大学ヒロ校 O¯HARA Yumiko氏による “A brief introduction to the
immersion classroom：A case of Hawaiian language”を，8月 9–10日にブリティッシュ・コロンビア大学
Mark Turin氏によるドキュメンテーションのワークショップ “Developing Digital Tools for Language
Revitalization”を開催した。
【協定に基づく講演会】
国際連携協定に基づき，8月 9日に国語研で，ハワイ大学マノア校 FUKUDA Shin’ichiro¯氏による
協定締結記念講演会を開催した。また，1月にハワイ大学マノア校で危機言語に関するワークショップ







































コーパス」シンポジウム 2019（3月 9日）のほか，共催を含め計 4回のシンポジウムを開催した。ま
た，通時コーパス活用班のグループ研究発表会を 5回，『日本語歴史コーパス』の講習会（チュート
リアル）を 3回開催した。













































































の成果報告としてシンポジウム「日常会話コーパス」IVを 2019年 3月 4日に国語研講堂で開催した。
◦『日本語日常会話コーパス』の成果を国際的に発信し国内外の研究者との連携を深めるために，言語
資源に関する国際会議 LRECにて国際ワークショップ ‘Language and Body in Real Life’を 2018年
5月 7日に開催した。Multimodal Corpora2018と共同開催することで日常会話のマルチモーダル分
析についての議論も深めた。
◦話し言葉の相互行為に焦点を当てた国際シンポジウム ‘EIL2019 & LCI-7 Joint International Sympo-





演 62件，データベース等 6件（うち 3件はプロジェクト内限定）として公開した。
2.共同利用・共同研究









て 2018年 8月 20日に一般公開した。
◦コーパス関係のプロジェクトや科研と合同で，2018年 9月 7日に合同シンポジウム「コーパスに見
る日本語のバリエーション—モダリティ—」を国語研で開催し，プロジェクト間の連携を深めた。





用講習会（検索システム「ひまわり」「中納言」の 2コース）を 2018年 9月 3日に，第 6回コーパス


















語の変化を探る」を 2018年 11月 4日に一橋講堂で開催した。
5.グローバル化
◦『日常会話コーパス』の成果を国際的に発信し国内外の研究者との連携を深めるために，言語資源に
関する国際会議 LRECにて国際ワークショップ ‘Language and Body in Real Life’ を開催した。
◦話し言葉の相互行為に焦点を当てた国際シンポジウム ‘EIL2019 & LCI-7 Joint International Sympo-


























































た，シンポジウムを 2件，BTSJの活用方法講習会を 3回（参加者合計 77名，うち国外機関所属
者 6名，学生 33名）行った。
◆多言語を母語とする日本語学習者コーパスである『I-JAS（International corpus of Japanese As a
Second language）多言語母語の日本語学習者横断コーパス』の構築を前年度から継続して行い，
2018年 5月 21日に，第三次公開として 210名分の発話データを公開した。また，2018年 4月 30
日にシンポジウム「日本語教育は学習者コーパスで変わる—横断コーパス・縦断コーパスそれぞれ
の特徴—」を開催し（参加者 138名，うち国外機関所属者 6名，学生 51名），I-JASとB-JASの
データを用いた講演と研究発表を行った。さらに，2018年 12月 22日，「第四回学習者コーパス・
ワークショップ&シンポジウム—第二言語習得における語彙の役割—」を開催し，シンポジウムに
































◦また，日本語教師セミナーを国内 1回，国外 2回の計 3回開催した。国内では，「看護・介護に必要
な日本語の研究と日本語教育」を国立国語研究所で行い，129名（うち国外機関所属者 3名，学生 12
名）が参加した。国外では，「自然会話コーパスを活用した日本語教育」を 2回オーストラリアで行
い，計 58名（うち国外機関所属者 23名，学生 5名）が参加した。
◦その他，2018年 6月 9日にシンポジウム「ピア・リーディング授業の考え方」（国立国語研究所）を





















































































































































































































































































































挑戦的萌芽研究 大西拓一郎 方言周圏論と方言区画論の統合による新しい言語地理学の創生 500





挑戦的研究（萌芽） 浅原正幸 コーパスからの比喩表現収集とその分析 1,400
挑戦的研究（萌芽） 石黒圭 クラウドソーシングを用いたビジネス文書のわかりやすさの言語学的研究 1,800
挑戦的研究（萌芽） 宇佐美まゆみ コミュニケーション能力を高める自然会話教材の高度共有化—共同体の構築に向けて— 1,800
挑戦的研究（萌芽） 窪薗晴夫 促音（重子音）に関する学際的・国際的共同研究のためのネットワーク形成 1,500
挑戦的研究（萌芽） 高田智和 漢文訓点資料の国際文書構造記述による共有化と書き下し文自動作成のための基礎研究 1,500
挑戦的研究（萌芽） 野田尚史 日本語聴解用辞書の開発を目的とした日本語学習者の聴解実態の実証的研究 2,000
挑戦的研究（萌芽） 山崎誠 日本語研究用オントロジーの設計と開発 3,000
挑戦的研究（萌芽） 横山詔一 疫学的統計手法と人工知能学の融合活用による敬語の変化予測研究 1,400
若手研究 麻生玲子 日本の消滅危機言語を対象とした大量の言語資料収集・蓄積方法に関する基礎研究 1,000
若手研究 井戸美里 日本語とりたて詞の複合における否定呼応現象の統語と意味 700
若手研究 佐藤久美子 日本語諸方言におけるイントネーションの対照研究 600
若手研究 新永悠人 奄美大島宇検村内の隣接する多地点方言間の体系的差異の解明 1,100
若手研究 平田秀 紀伊半島熊野灘沿岸地域諸方言アクセント類型論の形成 500







研究活動　スター　ト支援　 大槻知世 津軽方言の談話資料を用いた複数種の対格の使用動機の究明 1,949
研究活動　スター　ト支援　 中澤光平 淡路方言の系統の解明と西日本方言の区画の再検討 1,200
研究活動　スター　ト支援　 南雲千香子 明治期法律用語の成立と展開 1,100
研究活動　スター　ト支援　 間淵洋子 精緻な文字表記情報を持つ近代新聞コーパスの構築による表記・文体変遷の計量的研究 1,200
研究活動　スター　ト支援　 宮部真由美 日本語教育支援のための中学校社会科教科書の言語的困難点に関する基礎的研究　 1,200
研究成果公開促進費
（学術図書） 窪薗晴夫 鹿児島甑島方言からみる文法の諸相 1,100
研究成果公開促進費
（データベース） 井上文子 日本の消滅危機言語・方言データベース 5,400
特別研究員奨励費 下地美日 方言研究と古代日本語研究の融合による日本語格配列システムの解明 1,100
特別研究員奨励費 林由華 琉球諸語および八丈語の諸方言における係り結びの類型化と機能の解明 1,100
特別研究員奨励費 松井真雪 音声パタンの共時的不均衡性と通時変化の接点 1,000
































































































































































































































































•Prashant Pardeshi，Meena Ashizawa，Jayashree Bhopatkar，Manasi Shirgurkar，Bakul Vaidya，and  
Satomi Chida（translation and eds.）
Minaa no Nihongo prathamik bhag 1：bhashantar wa vyakaran（Marathi edition of ‘Minna no  
Nihongo，Shokyuu I：Translation & Grammatical Notes’ by 3A Corporation，Tokyo），Sachi Prakashan，
Pune，INDIA，2018.12.22，ISBN：978-81-938121-1-2.
•Prashant Pardeshi，Meena Ashizawa，Jayashree Bhopatkar，Manasi Shirgurkar，Bakul Vaidya，and  
Satomi Chida（translation and eds.）
Minaa no Nihongo prathamik bhag 2：bhashantar wa vyakaran（Marathi edition of ‘Minna no  
Nihongo，Shokyuu II：Translation &Grammatical Notes’ by 3A Corporation，Tokyo），Sachi Prakashan，
Pune，INDIA，2018.12.22，ISBN：978-81-938121-2-9.
•Haruo Kubozono（ed.）

































































































2018年 8月 5日（Poster Session and Workshop）
•Poster session 1
▶ Reiko Aso（NINJAL）and Seunghun Lee（International Christian University）
“Foot structure in Hateruma Yaeyama Ryukyuan：a preliminary study”
▶ Salvatore Carlino（Hitotsubashi University / NINJAL）
“The three-patterns accent of the dialect of Iheya，Okinawa”
▶ Kenan Celik（NINJAL）
“Retrieving the History of Endangered Languages”
▶ Yuka Hayashi（JSPS/NINJAL）
“Documenting the rich dialectal variation of Miyakoan”
▶ Shu Hirata（NINJAL）
“On the accented moraic oral obstruent in the Owase dialect（Mie Prefecture，Japan）”
▶ Elvis Huang（Southwest Jiaotong Univertsity）
“Question Particles in nDrapa”
▶ Aleksandra Jarosz（Nicolaus Copernicus University）
“Non-core vocabulary cognates in Ryukyuan and Kyushu”
▶ Chihkai Lin（Tatung University）
“Palatalization and vowel coalescence in Jejueo”
▶ Aoi Matsuoka，Hiroshi Miyaoka，and Michinori Shimoji（Kyushu University）
“I’m afraid of thunder：The Dative Stimulus Construction in Japanese dialects”
▶ Yuko Morokuma（The University of Tokyo）
“Contrastive meaning of different case markings in Ayacucho Quechua”
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•Workshop 1
▶ Yumiko O¯hara（University of Hawai‘i at Hilo）
“A brief introduction to the immersion classroom：A case of Hawaiian language”
•Poster session 2
▶ Natsuko Nakagawa（Chiba University）
“Phonology in Noheji dialect，Nambu（Aomori）and its problems”
▶ Yumiko Ohara and Trevor Slevin（UHM）
“Far away but so close to the heart：Okinawa Language Revitalization Language Movement in Hawai‘i”
▶ Mika Sakai（JSPS/NINJAL）
“On the Split Intransitivity in Western Kyushu Dialects”
▶ Haruka Tada（The University of Tokyo）and Seunghun Lee（International Christian University）
“PhoPhoNO project：Converging phonetics and phonology in suggesting orthographies for under-
studied Tibeto-Burman languages”
▶ Tianlong Tao（Tokyo University of Foreign Studies）
“Differences among the three topic markers in the Ikema dialects of Miyako Ryukyuan”
▶ Tomasz Wicherkiewicz（Adam Mickiewicz University）
“Documenting and Revitalizing Endangered Languages in Poland”
▶ Leo Yamada（Tokyo University of Foreign Studies）
“Zero-Subject in the ‘be done’ Construction in Irish”
▶ Tomomi Yamamoto（Shiiba Museum of Folk Performing Arts）
“Collaborative dictionary project of Shiiba village and NINJAL”
▶ Akiko Yokoyama（JSPS/NINJAL）
“Developing Web-Based Learning Resources while Managing Language Classes in an Endangered
Language”
•Workshop 2
▶ Yumiko O¯hara（University of Hawai‘i at Hilo）
“A brief introduction to the immersion classroom：A case of Hawaiian language”
2018年 8月 6日（Ryu¯kyu¯, Hachijo¯ and Japanese）
•Opening Remarks
▶ Yukinori Takubo（NINJAL）and Toshihide Nakayama（TUFS）
•Keynote Talk
▶ Thomas Pellard（French National Centre for Scientific Research）
“The comparative study of the Japonic languages”
•Session 1：Ryu¯kyu¯ and Hachijo¯（Coordinators：Shigehisa Karimata（University of the Ryukyus / NINJAL）
and Michinori Shimoji（Kyushu University / NINJAL））
▶ Shigehisa Karimata（University of the Ryukyus / NINJAL）
“Kyushu dialects and the difference between Northern and Southern Ryukyuan languages”
▶ Akihiro Kaneda and Martin Holda（Chiba University）
“Hachijo¯ and South Ryukyuan languages and East-Northeast Japan dialects from the viewpoint of
the concentric circle theory of dialect divergence”
▶ Michinori Shimoji（Kyushu University / NINJAL）
“Ryukyuan languages from a typological perspective：with a special focus on marked nominative”
▶ Yo¯suke Igarashi（Hitotsubashi Univeristy）
“Towards an adequate description of the tonal systems of Southern Ryukyuan”
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•Session 2：Revitalization in Ryu¯kyu¯（Coordinator：Masahiro Yamada（NINJAL））
▶ Masahiro Yamada（NINJAL）
“Port Language Revitalization Project”
▶ Fumi Yamamoto（Kyoto City University of Arts）
“Linguists，community members，and designers—Why do we collaborate for language revitalization?”
▶ Akiko Yokoyama（JSPS/NINJAL）
“Action research in endangered language communities”
▶ Yukie Matsumura（Council for the Protection of Cultural Properties，China-cho，Okinoerabu）
“A Role of Mother Tongue”
•Session 3　：Japanese dialects　（Coordinator　：Kan Sakai　（Ritsumeikan University /NINJAL　）and　 Nobuko Kibe　
（NINJAL））
▶ Kan Sakai（Ritsumeikan University / NINJAL）
“Case in Japanese dialects”
▶ Satoshi Tsuda（Miyagi University of Education）
“Aspect and tense in Japanese dialects”
▶ Nobuko Kibe（NINJAL）
“Accent systems in Japanese dialects”
•Round Table（Chair：Sho¯ichi Iwasaki（University of California Los Angeles / NINJAL））
2018年 8月 7日（Ainu and Northeast Asia）
•Welcome
▶ Anna Bugaeva（Tokyo University of Science / NINJAL）
•Keynote Talk
▶ Juha Janhunen（University of Helsinki）
“Ainu ethnogenesis”
•Session 4：The dispersal of Ainu and its contact with neighboring languages（Coordinator：Anna Bugaeva
（Tokyo University of Science / NINJAL））
▶ Hiroshi Nakagawa（Chiba University）
“Major syntactic differences between Sakhalin and Hokkaido dialects of Ainu”
▶ Mika Fukazawa（Preparatory Office for National Ainu Museum）
“Hokkaido Ainu Dialects：Variation from the perspective of the geographical distribution of vocabulary”
▶ Tomomi Sato（Hokkaido University）and Anna Bugaeva（Tokyo University of Science / NINJAL）
“The study of old documents of Hokkaido and Kuril Ainu：Promise and challenges”
▶ Itsuji Tangiku（Hokkaido University）
“Language contact between Ainu and Northern languages”
•Keynote Talk
▶ Ekaterina Gruzdeva（University of Helsinki）
“Linguistic diversity and language contact in Sakhalin Island”
•Session 5：Northeast Asia（Coordinator：Megumi Kurebito（University of Toyama））
▶ Sangyub Beak（Muroran Institute of Technology）
“Ainu and Tungusic from the perspective of linguistic typology and areal linguistics”
▶ Megumi Kurebito（University of Toyama）
“Divergence in the distribution of applicatives and noun incorporation in Koryak and Ainu”
▶ Chikako Ono（Chiba University）
“Typological features of Itelmen and its neighboring languages”
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•Round Table（Chair：Anna Bugaeva（Tokyo University of Science / NINJAL））
2018年 8月 8日（Documentation and Revitalization（in general））
•NINJAL-UHM Session
▶ Yukinori Takubo（NINJAL）and Shin’ichiro Fukuda（University of Hawai‘i at Ma¯noa）
•Keynote Talk
▶ William O’Grady（University of Hawai‘i at Ma¯noa）
“The Linguistics of Language Revitalization”
•Keynote Talk
▶ Yukinori Takubo（NINJAL）
“Mutual intelligibility as a measure for linguistic distance and intergenerational transmission”
•Keynote Talk
▶ Yumiko O¯hara（University of Hawai‘i at Hilo）
“Revitalization and renormalization of Hawaiian language：Challenges and possible contributions to
the revitalization of other languages”
•Session 6：Linguistic Dynamics Science 3（LingDy3）at TUFS
▶ Yanti（Atma Jaya Catholic University of Indonesia）and Asako Shinohara（TUFS）
“Efforts in Language Documentation in a Linguistically Diverse Country：Building up Collaborations
of Various Stakeholders”
▶ Toshihide Nakayama（TUFS）
“Problematizing language and revitalization：Why language documentation hits a wall in revitalization”
•Keynote Talk
▶ Mark Turin and Victoria Sear（University of British Columbia）






















































































































▶ Kei Furukawa and Yuki Hirose（The University of Tokyo）
“A new type of structural downtrend in Tokyo Japanese”
2018年 10月 26日
•Session 1（Chair：Kiyoko Yoneyama（Daito Bunka University））
▶ Aditi Lahiri（University of Oxford）
[Keynote] “Geminates across time”
▶ Toshio Matsuura（Hokusei Gakuen University）
“Phonology of voiced geminates in Amakusa Japanese”
•Session 2（Poster Session I）
▶ Xiaolin Li（The Chinese University of Hong Kong），Albert Lee（The University of Tokyo），and
Peggy Pik Ki Mok（The Chinese University of Hong Kong）
“The production of Japanese geminate /ss/ by Cantonese speakers”
▶ Leonardo Ferreira da Silva Boiko（Ruhr-University Bochum）
“The historical relevance of isolated Gairin dialects：An inquiry via compound accent”
▶ Maëlys Salingre（The University of Tokyo）
“An Optimality Theory analysis of lexical accent as dynamic tones in several Japanese dialects”
▶ Wang Ping（Nankai University）
“Distribution pattern of duration of different sentence types in Standard Mandarin”
▶ Mimi Tian（University of Mainz）
“An Integrational Linguistics analysis of phrase-level tones：the case of “Induced Creaky Tone” in
Burmese”
▶ Chawadon Ketkaew（Chiang Mai University）
“A comparison between musical and speech rhythm：A case study of Standard Thai and Southern Thai”
▶ Mark Campana（Kobe City University of Foreign Studies）
“Timing and meter in stance-final utterances”
▶ Markus A. Pöchtrager（University of Vienna）
“Geminates are triplets”
▶ Salvatore Carlino（Hitotsubashi University / NINJAL）
“Sentence-final interrogative intonation in the dialect of Iheya，Okinawa”
▶ Michinao F. Matsui（Osaka Health Science University）
“On the phonological information of the sokuon in Kushikino Japanese”
▶ Elisabeth de Boer（Ruhr-University Bochum）
“Accent loss in verbs forms in phrase final position：A common origin in Tokyo and some Kyoto
type dialects?”
•Session 3（Chair：Henning Reetz（Goethe University Frankfurt））
▶ Eri Iwagami　（Sophia University　），Takayuki Arai　（Sophia University　），and　 Keiichi Tajima　（Hosei University　）
“How elderly listeners perceive Japanese geminate/non-geminate words with devoiced vowels”
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▶ Yukari Hirata（Colgate University）and Hiroaki Kato（NICT）
“Acoustic and perceptual evaluation of Japanese geminates produced by L2 learners”
2018年 10月 27日
•Session 4（Chair：Hyun Kyung Hwang（Riken Center for Brain Science））
▶ Rachid Ridouane（CNRS / Sorbonne Nouvelle）
[Keynote] “Gemination in normal and whistled speech”
▶ Keiichi Tajima（Hosei University），Mafuyu Kitahara（Sophia University），and Kiyoko Yoneyama（Daito
Bunka University）
“The effect of lexical competition on phonetic realization of the singleton-geminate stop length
contrast in Japanese”
•Session 5（Poster Session II）
▶ Chika Fujiyuki（Kobe University）and Reiko Akahane-Yamada（Kobe University / ATR）
“Effects of a phonological awareness training on English word reading among Japanese EFL learners”
▶ Takuya Kimura（Seisen University）and Takayuki Arai（Sophia University）
“How do Japanese students of Spanish perceive lexical stress in rising intonation?”
▶ Kumiko Sato（NINJAL）
“Intonational patterns of [WH . . . C[+wh]] structures：Dialectal variation in Japanese”
▶ Jeremy Perkins（University of Aizu），Seunghun J. Lee（International Christian University / University
of Venda），Julián Villegas（University of Aizu），and Kosei Otsuka（Osaka University）
“Using psychoacoustic roughness to measure creakiness in Burmese”
▶ Markus Rude（Nagoya University）
“Syllabic typing：Writing text by simultaneously striking multiple keys”
▶ Viktoryia Halavach　（Sophia University　），SanaeMatsui　（Sophia University　），and　Mafuyu Kitahara　（Sophia
University　）
“Durational properties of consonants in rhythmically different languages：tPVI and rPVI of Russian，
Spanish，and Japanese”
▶ Parul Upadhyay（Jawaharlal Nehru University）
“Geminate consonants in Malwi”
▶ Mayuki Matsui（NINJAL/JSPS）
“One falling and two rising in the land of the rising sun：Overt and covert lexical pitch contrast in
Tokyo Japanese preschooler speech”
▶ Xiaolin Xu（The University of Tokyo）
“Acquisition of English interrogative intonation by Japanese Speakers—in view of emotional
intonation—”
▶ Mariko Sugahara（Doshisha University）
“Lexical stress assignment in English trisyllabic verbs ending with -ate and -ute by Japanese and
Seoul Korean speakers”
▶ Maida Percival（University of Toronto）
“An ultrasound and electroglottograph study of voicing in gemination in Eastern Oromo”
▶ Hisao Tokizaki（Sapporo University）
“Is Korean stress word-level or phrase-level?”
▶ Hiroaki Nagatomi（Kobe University）and Shin’ichi Tanaka（Kobe University）
“Word formation and accentuation of English suffixes in Japanese”
•Session 6（Chair：Mariko Sugahara（Doshisha University））
▶ Junko Ito and Armin Mester（UC Santa Cruz & NINJAL）
“Tonal alignment and preaccentuation”
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▶ Yu Tanaka（Doshisha University）
“A probabilistic model of Japanese accent”
▶ Bob Ladd（University of Edinburgh）
[Keynote] “Reconsidering stress（and prosodic typology）”
2018年 10月 28日
•Session 7（Chair：Shigeki Kaji（Kyoto Sangyo University））
▶ Laura J. Downing（University of Gothenburg）
[Keynote] “Disentangling tone，intonation and register in selected Bantu tone languages”
▶ Jaehyun Son（Duksung Women’s University）
“Pitch accent systems in Korean”
•Session 8（Chair：Timothy Vance（Komatsu University））
▶ Haruo Kubozono（NINJAL）
“Vocative and question intonation in southern Japanese”
▶ Carlos Gussenhoven（Radboud University Nijmegen）
[Keynote] “Lexical tones crowd out intonation in Limburgish and Chinese”
Motion Event Descriptions across Languages（MEDAL）［2019.1.26–27，国立国語研究所］
2019年 1月 26日
•Session 1（Moderator：Kazuhiro Kawachi（National Defense Academy of Japan））
▶ Introduction：Yo Matsumoto（NINJAL）
▶ German：Ryosuke Takahashi（Sophia University）
“Motion event descriptions in German：morpho-syntactic realization of deictic notions”
▶ Russian：Anna Bordilovskaya（Rikkyo University）and Yo Matsumoto（NINJAL）
“Motion event descriptions in Russian”
▶ General discussion
▶ Path：Yo Matsumoto（NINJAL）
“Path coding across languages”
•Session 2（Moderator：Miho Mano（Naruto University of Education））
▶ Invited Lecture：Benjamin Fagard（CNRS，ENS & Université Paris 3 Sorbonne nouvelle）
“Motion event description across languages：Areal effects and discourse traditions”
▶ French：Takahiro Morita（Kyoto University）
“Motion event descriptions in French—A typical verb-framed language”
▶ Spanish：Iraide Ibarretxe-Antuñano（Universidad de Zaragoza）
“The interaction of motion semantic（sub）components in Spanish”
▶ Italian：Yuko Yoshinari（Gifu University）




▶ Japanese：Hiroaki Koga（Keio University）
“Motion event descriptions in Japanese”
▶ Khorchin Mongolian：Badema（University of Inner Mongolia）and Yo Matsumoto（NINJAL）
“Motion event descriptions in Khorchin Mongolian”
▶ Mandarin Chinese：Miyuki Kojima（Kansai University）
“Motion event descriptions in Chinese”
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▶ French Basque：Masayuki Ishizuka（The University of Tokyo）
“Motion event descriptions in Basque（Navarro-Labourdin dialect）”
▶ Interactional Nature of Deixis：Haiyan Xia（Kanagawa University）and Yo Matsumoto（NINJAL）
“Interactional nature of deictic verbs in Mandarin Chinese and Japanese”
•Session 4（Moderator：Hiroaki Koga（Keio University））
▶ Manner：Takahiro Morita（Kyoto University）
“Expression of manner of motion and constructional variation across languages”
▶ Sidaama：Kazuhiro Kawachi（National Defense Academy of Japan）
“Motion event descriptions Sidaama，Types of paths expressed by different kinds of forms”
▶ MombasaSwahili　：Monica　 Kahumburu　（CatholicUniversityofEasternAfrica　）and　 Yo　 Matsumoto　（NINJAL　）
“Motion event descriptions in Mombasa Swahili”
▶ Discussion
2019年 1月 27日
•Session 5（Moderator：Kiyoko Takahashi（Kanda University of International Studies））
▶ Deixis：Hiroaki Koga（Keio University）
“Deixis in the linguistic encoding of motion events：A cross-linguistic comparison”
▶ Hungarian：Kiyoko Eguchi（University of Miyazaki）
“Motion event description in Hungarian”
▶ Kathmandu Newar：Ikuko Matsuse（Center for Newar Studies）
“Motioneventdescriptions inKathmanduNewar　：Verificationof thedata throughanexperimental approach　”
▶ Kupsapiny：Kazuhiro Kawachi（National Defense Academy of Japan）
“Motion event descriptions in Kupsapiny：Factors in the use of deictic verbs and verb suffixes”
▶ Discussion
•Session 6（Moderator：Yo Matsumoto（NINJAL））
▶ Invited Lecture：Jürgen Bohnemeyer（State University of New York）
“The macro-event property in the motion domain and beyond：New perspectives”
▶ Causation：Miho Mano（Naruto University of Education）and Yo Matsumoto（NINJAL）
“Typological variety of caused motion event descriptions”
•Session 7（Moderator：Takahiro Morita（Kyoto University））
▶ Tagalog：Naonori Nagaya（Tokyo University of Foreign Studies）
“Motion event descriptions in Tagalog”
▶ Ilocano：Kyosuke Yamamoto（Kyoto University）
“Motion event descriptions in Ilocano”
▶ Thai：Kiyoko Takahashi（Kanda University of International Studies）




“Path in Visual motion across languages”
▶ General Discussion
EIL2019 & LCI-7 Joint International Symposium：Embodied Interaction and Linguistics 2019
Language，Cognition，and Interaction 7［2019.3.11，国立国語研究所］
•Presentation 1
▶ Kaori Hata（Osaka University）
“How to instruct theway of seeing and understanding the phenomenon：Acase study usingmultimodal
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and narrative analyses”
• Invited Talk 1
▶ Leelo Keevallik（Linköping University）
“How syntax emerges in embodied interaction”
• Invited Talk 2
▶ Hiromichi Hosoma（University of Shiga Prefecture）
“Interactive coordination of vocalization andmovement in “rock-paper-scissors” game to synchronize
action”
•Presentation 2
▶ Seiji Nashio（Hiroshima University）




▶ Collin Baker（International Computer Science Institute，USA）
“Frame Semantics across Languages and Multilingual FrameNet”
▶ Tiago Torrent（Federal University of Juiz de Fora，Brazil）
“The Building Blocks of FrameNet Brasil：frames，constructions and relations”
▶ 小原京子（慶應義塾大学）




▶ Shin’ichiro Fukuda（University of Hawai‘i at Ma¯noa）
“Experimental syntactic research at University of Hawai‘i at Ma¯noa：an overview and case studies”
The NINJAL-SGRL-UHM Linguistics Workshop：Grammatical Descriptions of Endangered and Un-
derstudied Languages and Dialects in East Asia and Beyond［2019.1.11（Pre-workshop special talk），
12–13，ハワイ大学マノア校］
2019年 1月 11日（Pre-workshop special talk）
•EALL Talk Series
▶ Yukinori Takubo（NINJAL）and Masahiro Yamada（NINJAL）
“Why epistemic modals cannot be questioned：Cases in Korean and Japanese”
2019年 1月 12日
•Opening remarks
▶ Laura Lyons（Interim Dean，College of Languages，Linguistics，and Literature）
▶ Masato Ishida（Director，Center for Okinawan Studies）
▶ Kamil Ud Deen（Chair，Department of Linguistics）
• Invited Student presentation #1
▶ Celik Kenan Thibault（NINJAL）
“Unactive Case Marking in Miyako，Southern Ryukyuan”
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• Invited Student presentation #2
▶ Salvatore Carlino（NINJAL /Hitotsubashi University）
“Verbs and adjectives in Iheya Okinawan”
• Invited talk #1
▶ Li Julie Jiang（University of Hawai‘i at Ma¯noa）
“Nominal arguments and definiteness in Nuosu Yi”
• Invited talk #2
▶ Han-byul Chung（University of Hawai‘i at Ma¯noa）
“The Case Marking Strategy of Embedded Subject in Manchu”
•Poster Presentations
▶ Salvatore Carlino（NINJAL /Hitotsubashi University）
“The phonological system of Iheya Okinawan”
▶ KatieDrager　，KamuelaYim　，and　 BethanyKaleialohapau‘oleChunComstock　（University of Hawai‘i at　Ma¯noa）
“Variation among the quotative verbs of Hawaiian”
▶ Shu-Yu Huang（University of Hawai‘i at Ma¯noa）
“Novel use of the verb ‘yong’ in Taiwan Mandarin”
▶ Yao Huang（University of Hawai‘i at Ma¯noa）
“A-not-A question in Shaoxing dialect”
▶ Kohei Nakazawa（NINJAL）
“Phonological and morphological changes in Yonaguni Ryukyuan”
▶ Elsie Marie Or（University of the Philippines-Diliman）and Ivan Bondoc（University of Hawai‘i at Ma¯noa）
“A field report on Iraya Mangyan：Preliminary findings on language vitality and morpho-syntax”
▶ Tomoyo Otsuki（NINJAL）
“Corpus of Japanese dialects to be released”
▶ Andrew Pick（University of Hawai‘i at Ma¯noa）
“Reference tracking in Barem”
▶ Tianlong Tao（Tokyo University of Foreign Studies）
“The phonological variations in Miyako Ryukyuan—Focusing on Hisamatsu Dialect”
▶ Yuko Urabe（Kyushu University）
“An Initial Report of Pronouns in Yaeyaman”
▶ Masahiro Yamada（NINJAL）
“Dunan（Yonaguni-Ryukyuan）Honorifics”
• Invited talk #3
▶ William O’Grady（University of Hawai‘i at Ma¯noa）
“Understanding Unintelligibility in East Asia”
2019年 1月 13日
•Part I：Study Group of Ryukyuan Languages Session
▶ Opening remarks：Rihito Shirata（Shigakukan University）
▶ SGRL talk：Shigehisa Karimata（University of the Ryukyus）
“Thinking about population movements from Kyushu into the Ryukyus from the point of view of
language—a reflection on the time of movement on the basis of words and grammar”
▶ SGRL presentation　 #1：Hayato Aoi　（NINJAL/　Research Institute for Languages and Cultures of Asia and Africa　）
“Acoustic traits of glottalized consonants in the Ie dialect of the Okinawa Ryukyuan”
▶ SGRL presentation #2：Natsuko Nakagawa（Chiba University / JSPS）
“Factors affecting case marking in Shiraho dialect，Yaeyama Ryukyuan”
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▶ SGRL presentation #3：Mika Sakai（NINJAL/JSPS）
“On the Split-Intransitivity in Kumamoto Dialect”
▶ Closing remarks：Rihito Shirata（Shigakukan University）
•Part II：NINJAL Session
▶ Opening remarks：Yukinori Takubo（NINJAL）
▶ NINJAL talk：Nobuko Kibe（NINJAL）
“Intonational variations at the end of interrogative sentences in Japanese dialects”
▶ NINJAL presentation #1：Yuto Niinaga（NINJAL）
“Publishing a model to manage multidialectal research of fieldwork in Amami（Northenrn Ryukyuan）”
▶ NINJAL presentation #2：Hajime Oshima（NINJAL）
“Plurality of “RA” in Osaka Japanese”
▶ NINJAL presentation #3：Tomoyo Otsuki（NINJAL）
“Intonational patterns at the end of interrogative sentences of Tsugaru-Aomori Japanese”
▶ NINJAL presentation #4：Kohei Nakazawa（NINJAL）
“Mismatches between phonological words and grammatical words in conjugation of verbs in Awaji
Japanese”

























































































































































































































▶ Rafael Núñez（University of California，San Diego）






































































































































































































































































































































































▶ 三村竜之（室蘭工業大学）/ Tatsuyuki Mimura（Muroran Institute of Technology）
「デンマーク語イントネーションに関する初期調査報告」/ “Preliminary report on Danish intonation”
•発表 2
▶ 川原繁人（慶應義塾大学）/ Shigeto Kawahara（Keio University），李勝勲（国際基督教大学）/ Seunghun Lee
（International Christian University），桃生朋子（目白大学）/ Tomoko Monou（Mejiro University）
「チベットビルマ諸語の声調について」/ “Tonal aspects of some Tibeto-Burmese languages”
•発表 3
▶ 北原真冬（上智大学）/Mafuyu Kitahara（Sophia University），田嶋圭一（法政大学）/ Keiichi Tajima（Hosei
University），米山聖子（大東文化学）/ Kiyoko Yoneyama（Daitobunka University）
「日本語の有声性の対立に関する語彙的競合の影響について」/ “The influence of lexical competition
on voicing contrast in Japanese”






























































































“Argument Structure Alternations under N’-Deletion”
▶ 林晋太郎（南山大学）
“Notes on the Syntax of Nonsententials in Japanese”
▶ 和泉悠（南山大学）
“Slurs and Antihonorifics in Japanese”
▶ Sei-Rang Oh（Gyeongsang National University）
“A Compositional Semantic Analysis of Distributivity Constructions”
▶ Dongwoo Park（Sogang University）
“Korean Light Verb Stranding VP Ellipsis and Labeling Theory”
▶ 野村昌司（中京大学）
“External Pair-Merge of Heads：Evidence from Japanese”
2018年 8月 26日
▶ 坂本祐太（中京大学）
“Elidable Wh-phrases in Japanese：Its Theoretical Implications for Wh-in-situ”（a joint work with
Hiroaki Saito）
▶ Yong Suk Yoo（Korea Naval Academy）
“Diagnostics for Classifier Constructions”
▶ Bum-Sik Park（Dongguk University）




















































▶ 五十嵐陽介（一橋大学）/ Yosuke Igarashi（Hitotsubashi University）
「3拍名詞第 4類における本土日本語と琉球語間の 1対 2のアクセント型の対応について」/ “On the
one-to-two accentual correspondence in Class 3.4 between Japanese and Ryukyuan”
▶ 松森晶子（日本女子大学）/ Akiko Matsumori（Japan Women’s University）
「沖縄本島北部の三型　アクセント　体系の諸相　—通時的　な視点　から—」/ “Aspectsof the three-patternaccentual　
systems in the northern part of the Main Island of Okinawa　：from the diachronic point of view　”
▶ 新田哲夫（金沢大学）/ Tetsuo Nitta（Kanazawa University）











































•日本言語学会ワークショップ「日本語の呼びかけイントネーション」/ “Vocative intonation in Japanese”
▶ 企画者・司会者：窪薗晴夫 / Organizer/Chair：Haruo Kubozono
▶ 溝口愛（国立国語研究所 /ニューヨーク市立大学）/ Ai Mizoguchi（NINJAL / City University of New York）
「東京方言の呼びかけイントネーション」/ “Vocative intonation in Tokyo Japanese”
▶ 窪薗晴夫（国立国語研究所）/ Haruo Kubozono（NINJAL）
「鹿児島方言と甑島方言の呼びかけイントネーション」/ “Vocative intonation in Kagoshima and
Koshikijima Japanese”
▶ 平田秀（国立国語研究所）/ Shu Hirata（NINJAL）


















“A Unified Interface for Exploring English and Japanese”
▶ Stephen Horn（国立国語研究所），Alastair Butler（弘前大学）




“Light Verb and Verbal Compounds”
72 II 共同研究と共同利用
▶ 藤井友比呂（横浜国立大学）
“Grammar Competition and Parametric Ambiguity”
▶ Wei-wen Roger Liao（台湾中央研究院）
“When Even Meets Only：A Dissection of EVEN in Chinese”
▶ 坂本祐太（中京大学）
“Some Notes on Stranded Particles in Japanese”（joint work with Hiroaki Saito）
▶ 岸本秀樹（神戸大学）
“On ECM subjects in Japanese”
▶ 村杉恵子（南山大学）
“What Can Child Japanese Tell Us about Syntactic Theory and Vice Versa?”
2018年 12月 2日
▶ 高橋真彦（山形大学）
“Raising to Object and Clausal Arguments”
▶ 和泉悠（南山大学）
“Predicativism and Anaphoric Uses of Proper Names”
▶ 宮本陽一（大阪大学）
“On Nominal-internal Distributive Interpretation in Japanese Fragment Answers”
▶ Wei-Tien Dylan Tsai（国立清華大学）






















“Semantic explanations of the selectional restrictions of clause-embedding predicates”
▶ 菅原彩加（三重大学）
“Where can Focus be located?—An experimental study of ambiguous sentences with ‘only’”
II 共同研究と共同利用 73
▶ 小泉政利（東北大学）






















▶ Iku Nagasaki and Alastair Butler




























































































































▶ Chuyu Huyang（The University of Tokyo）
“A Reconsideration of the Faithfulness to the ‘Head’ in Tokyo Japanese Compounds”
▶ Kunio Nishiyama（Doshisha University）
“Rendaku and Accent in Japanese Deverbal Compounds Revisited”
▶ Mariko Sugahara（Ibaraki University）
“The Prominence Levels of Full Vowels in English：A Questionnaire Study”
• Invited talk
▶ Draga Zec（Cornell University）








































2019年 3月 22日：“Gestures as cues to a target”






“Stylistic changes in the local assembly speeches in Nagoya：a case of Takeshi Kawamura”
▶ 高野照司（北星学園大学）























第 91回（2018年 4月 3日）
▶ 島田純理（明治学院大学講師）
「累積量化の論理と語用論」
第 92回（2018年 5月 22日）
▶ 金水敏（国立国語研究所言語変化研究領域客員教員 /大阪大学教授）
「“主題”について」
第 93回（2018年 5月 29日）
▶ Vasily V. Shchepkin（ロシア，ロシア科学アカデミー東洋古典籍研究所 Senior Researcher）
「ロシア・サンクトペテルブルクにある日本語方言資料」
第 94回（2018年 7月 3日）
▶ 定藤規弘（生理学研究所教授）
「ヒト高次脳機能へのイメージングによるアプローチ：人文科学と生理学の連携に向けて」
第 95回（2018年 8月 28日）
▶ 佐藤慎司（アメリカ，プリンストン大学 Senior Lecturer，日本語プログラムディレクター）
「多言語多文化に開かれたことばの教育」
第 96回（2018年 9月 18日）
▶ Magdalena Kaufmann（アメリカ，コネチカット大学准教授）
“Topics in Conditional Conjunctions”
第 97回（2018年 9月 25日）
▶ 山越康裕（東京外国語大学アジア・アフリカ言語文化研究所准教授）
「少数言語コミュニティへのアウトリーチを目的としたスマホアプリ LingDyTalkの開発とその背景」
第 98回（2018年 10月 9日）
▶ 山田誠二（国立情報学研究所教授）
「人工知能AIの現在と今後」
第 99回（2018年 10月 30日）
▶ 平田由香里（アメリカ，コルゲート大学教授）
「聴覚・視覚・身体感覚を使った外国語音声訓練の効果」
第 100回（2018年 12月 11日）
▶ Jong-Bok Kim（韓国，キョンヒ大学校教授，キョンヒ大学校言語情報学研究所所長）
“Response Particles to Polar Questions：Parametric Differences Across Languages”
第 101回（2018年 12月 18日）
▶ Kathryn Jones（イギリス，IAITH，Managing Director）
“The Development and Direction of Language Revitalization　—AFocus onWales and Its European Context　”




第 103回（2019年 2月 5日）
▶ 岡野かおり（オーストラリア，ラトローブ大学教授）
「長期的エスノグラフィーにみることばの　経年変化とライフコース　—神戸女性のパネル調査 1989–2019」
第 104回（2019年 3月 19日）
▶ 長田俊樹（国立国語研究所言語変異研究領域客員教員 /総合地球環境学研究所名誉教授）
「なぜ日本語系統論は流行らなくなったのか」







第 170回（2018年 4月 17日）
▶ 高田智和（言語変化研究領域 /研究情報発信センター准教授），石本祐一（コーパス開発センター特任助教）
「研究資料室所蔵音源・映像データベース」
第 171回（2018年 5月 15日）
▶ 平田秀（理論・対照研究領域プロジェクト PDフェロー）
「熊野灘沿岸地域諸方言アクセントの多様性と普遍性」
第 172回（2018年 6月 5日）
▶ 鈴木彩香（理論・対照研究領域プロジェクト PDフェロー）
「日本語トキ節の時制解釈—ル形とタ形の非対称性を中心に—」
第 173回（2018年 6月 12日）
▶ 片岡喜代子（外来研究員 /神奈川大学教授）
「声なきことばの意味と解釈—日本語とスペイン語の否定関連表現から」
第 174回（2018年 7月 24日）
▶ 前川喜久雄（音声言語研究領域教授 /コーパス開発センター長）
「自発音声における長い先読みを示唆する五つの証拠」
第 175回（2018年 7月 31日）
▶ 澤田淳（音外来研究員 /青山学院大学准教授）
「「ていく／てくる」のアスペクト用法における時制制約と時間認識について」
第 176回（2018年 10月 16日）
▶ 平田秀（理論・対照研究領域プロジェクト PDフェロー）
「小林方言の呼びかけイントネーション」
第 177回（2018年 11月 6日）
▶ 溝口愛（理論・対照研究領域プロジェクト非常勤研究員）
「東京方言の呼びかけイントネーション」




第 179回（2018年 11月 27日）
▶ 松崎安子（言語変化研究領域プロジェクト PDフェロー）
「古典文芸における住まい」


















「Embedded Implicature：Grammatical Approach to Implicature」
「Embedded Implicature：Globalists Battle Back」













































“Online Resources to Explore Japanese Vocabulary”
▶ 岸本秀樹
“The Meaning and Usage of Adverbial Particles in Japanese”
2018年 11月 1日




























•国立国語研究所 日本語学講習会（Maharatta Chamber of Commerce，Industries and Agriculture（Pune，
インド））





















































































































図 書 雑 誌
日 本 語 124,029冊 5,381種




































言語学関係の出版社として傑出した出版活動で世界をリードするDe Gruyter Mouton（ドゥ・グロイタ ・ー
ムートン社：ベルリン /ボストン）からの申し出により，国立国語研究所の優れた研究成果を英文で出版す
る包括的な協定を 2012年 7月に締結した。5 この協定に基づき，2014年から，日本語および日本語言語学




































言語学関係の出版社として傑出した出版活動で世界をリードするDe Gruyter Mouton（ドゥ・グロイタ ・ー
ムートン社：ベルリン /ボストン）からの申し出により，国立国語研究所の優れた研究成果を英文で出版す
る包括的な協定を 2012年 7月に締結した。5 この協定に基づき，2014年から，日本語および日本語言語学













Vol. 1： Handbook of Japanese Historical Linguistics
Edited by Bjarke Frellesvig，Satoshi Kinsui，and John Whitman
Vol. 2： Handbook of Japanese Phonetics and Phonology（既刊，ISBN：978-1-61451-198-4）
Edited by Haruo Kubozono
Vol. 3： Handbook of Japanese Lexicon and Word Formation（既刊，ISBN：978-1-61451-209-7）
Edited by Taro Kageyama and Hideki Kishimoto
Vol. 4： Handbook of Japanese Syntax（既刊，ISBN：978-1-61451-661-3）
Edited by Masayoshi Shibatani，Shigeru Miyagawa，and Hisashi Noda
Vol. 5： Handbook of Japanese Semantics and Pragmatics
Edited by Wesley Jacobsen and Yukinori Takubo
Vol. 6： Handbook of Japanese Contrastive Linguistics（既刊，ISBN：978-1-61451-407-7）
Edited by Prashant Pardeshi and Taro Kageyama
Vol. 7： Handbook of Japanese Dialects
Edited by Nobuko Kibe and Tetsuo Nitta
Vol. 8： Handbook of Japanese Sociolinguistics
Edited by Fumio Inoue，Mayumi Usami，and Yoshiyuki Asahi
Vol. 9： Handbook of Japanese Psycholinguistics（既刊，ISBN：978-1-61451-121-2）
Edited by Mineharu Nakayama
Vol. 10：Handbook of Japanese Applied Linguistics（既刊，ISBN：978-1-61451-183-0）
Edited by Masahiko Minami
Vol. 11：Handbook of the Ryukyuan Languages（既刊，ISBN：978-1-61451-115-1）
Edited by Nobuko Kibe and Tetsuo Nitta
Vol. 12：Handbook of the Ainu Languages































































































































































• 研究図書室見学ツア （ー先着 20名）
その他








▶ 宮城県仙台第一高等学校（2018.7.5–6） ▶ 明星学園中学校（2018.7.25）
▶ 兵庫県立兵庫高等学校（2018.8.1） ▶ 富山県立富山高等学校（2018.8.2）
▶ 宮城県宮城野高等学校（2018.8.3） ▶ 新潟県立長岡高等学校（2018.10.12）
▶ 大妻中学校（2018.11.21） ▶ 群馬県立太田高等学校（2018.12.12）

























































•第 28回［2018年 6月 30日–7月 1日（中央大学校（韓国））］
「日本語の音声と文法」
講師：野田尚史（日本語教育研究領域教授），窪薗晴夫（理論・対照研究領域教授）
•第 29回［2018年 8月 9日（一橋大学一橋講堂）］
「日本語複合動詞の意味論」
講師：松本曜（理論・対照研究領域教授）
•第 30回［2018年 9月 18日（京都大学吉田キャンパス）］
「日本語複合動詞の意味論」
講師：松本曜（理論・対照研究領域教授）






























•第 28回［2018年 6月 30日–7月 1日（中央大学校（韓国））］
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講師：野田尚史（日本語教育研究領域教授），窪薗晴夫（理論・対照研究領域教授）
•第 29回［2018年 8月 9日（一橋大学一橋講堂）］
「日本語複合動詞の意味論」
講師：松本曜（理論・対照研究領域教授）
•第 30回［2018年 9月 18日（京都大学吉田キャンパス）］
「日本語複合動詞の意味論」
講師：松本曜（理論・対照研究領域教授）




































































































“Mutual Intelligibility as a measure of linguistic distance and intergenerational transmission”，招待講
102 VI 教員の研究活動と成果




Yukinori Takubo and Masahiro Yamada
“Modal questions in Korean and Japanese”，招待講演，Colloquium talk at Center for Linguistic
Research，College of Humanities，Seoul National University（ソウル・韓国），2018.10.24.
Masahiro Yamada，Yukinori Takubo，Shoichi Iwasaki，Celik Kenan，Soichiro Harada，Nobuko Kibe，
Tyler Lau，Natsuko Nakagawa，Yuto Niinaga，Tomoko Otsuki，Manani Sato，Rihito Shirata，Gijs van
der Lubbe，and Akiko Yokoyama
“Experimental Study of Inter-Language and Inter-Generational Intelligibility：Methodology and Case
Studies of Ryukyuan Languages”，The 26th Japanese/Korean Linguistics Conference，University of
California Los Angeles（UCLA）（ロサンゼルス・米国），2018.11.30.
Yukinori Takubo
“Modals in Japanese”，招待講演，Colloquium at Seoul Linguistics Forum，ソウル・韓国，2018.12.7.
Yukinori Takubo
“Epistemic questions in Korean and Japanese”，招待講演，Seoul Linguistics Forum—Modality in
Discourse，College of Humanities，Seoul National University（ソウル・韓国），2018.12.8.
Yukinori Takubo and Masahiro Yamada







• Semantics and Pragmatics Workshop in Tachikawa（主催：科研費基盤研究（C）Conditionals and























Association for Laboratory Phonology
【学会等の役員・委員】日本言語学会 顧問・評議員，日本音声学会 理事・評議員，日本学術会議 連携会員，理
化学研究所脳科学研究センター 客員研究員，東京言語研究所 運営委員長，Oxford Studies in Phonology
and Phonetics Series（OUP）Advisory Editor，International Congress of Phonetic Sciences（ICPhS）




































“Prosodic evidence for syllable structure in Japanese”，Proceedings of the 13th Workshop on Altaic
Formal Linguistics（MIT Working Papers in Linguistics），88，pp. 35–50，2018.4.
Haruo Kubozono






“Loanword accent of Kyungsang Korean: A moraic analysis”，Kunio Nishiyama，Hideki Kishimoto，
and Edith Aldridge（eds.）Topics in Theoretical Asian Linguistics. Studies in Honor of John
B. Whitman，John Benjamins，pp. 303–329，2018.12，DOI：10.1075/la.250.15kub‌.
Haruo Kubozono
“Mora sensitivity in Kagoshima Japanese: Evidence from no contraction”，Ryan Bennett，et al.，（eds.）
Hana-bana: A Festschrift for Junko Ito and Armin Mester，University of California，Santa Cruz，
2018.12.
Haruo Kubozono
“Focus prosody in Kagoshima Japanese”，R. Goedemans，J. Heinz，and H. van der Hulst（eds.）
The Study of Word Stress and Accent: Theories, Methods and Data，Cambridge University Press，
pp. 323–345，2018.12，DOI：10.1017/9781316683101.011‌.
Haruo Kubozono
“Secondary high tones in Koshikijima Japanese”，The Linguistic Review，36（1），pp. 25–50，2019.2，
DOI：10.1515/tlr-2018-2006‌.
Junko Ito，Haruo Kubozono，Armin Mester，and Shin-ichi Tanaka







“Evidence against superheavy syllables in Japanese: Quantity sensitivity in Tokyo and Kagoshima
Japanese”，基調講演，7th International Conference on Phonology and Morphology，ソウル大学（ソ
ウル・韓国），2018.6.30.
Haruo Kubozono







“Default word prosody and its effects on morphology”，基調講演，26th Japanese/Korean Linguistics
Conference，カリフォルニア大学ロサンゼルス校（ロサンゼルス・米国），2018.11.29.
Jungyun Seo，Sahyang Kim，Haruo Kubozono，and Taehong Cho
“Effects of mora　，lexical pitch accent　，and focus on Japanese preboundary lengthening　”，26th Japanese/Korean　
Linguistics Conference，カリフォルニア大学ロサンゼルス校（ロサンゼルス・米国），2018.11.29.
Haruo Kubozono





















• 講習会 Scalar Implicature（主催：対照言語学プロジェクト），国立国語研究所，2018.7.4.
• Pre-ICPP colloquium（主催：対照言語学プロジェクト音声研究班），国立国語研究所，2018.10.25.































































【職歴】神戸大学文学部 講師（2005），同 人文学研究科 講師（2007），人間文化研究機構国立国語研究所言













2000：The Chatterjee-Ramanujan Prize for outstanding student contribution to The Yearbook of South
Asian Languages and Linguistics 2000，Sage Publications，New Delhi，Thousand Oaks，and













Prashant Pardeshi，Meena Ashizawa，Jayashree Bhopatkar，Manasi Shirgurkar，Bakul Vaidya，and
Satomi Chida（translation and eds.）
Minaa no Nihongo prathamik bhag 1：bhashantar wa vyakaran（Marathi edition of ‘Minna no
Nihongo，Shokyuu I：Translation&Grammatical Notes’ by 3ACorporation，Tokyo），Sachi Prakashan，
Pune，INDIA，2018.12.22.
Prashant Pardeshi，Meena Ashizawa，Jayashree Bhopatkar，Manasi Shirgurkar，Bakul Vaidya，and
Satomi Chida（translation and eds.）
Minaa no Nihongo prathamik bhag 2：bhashantar wa vyakaran（Marathi edition of ‘Minna no




Kishimoto Hideki，Peter Hook，and Prashant Pardeshi
“Displaced modification，Picture noun constructions in Marathi and Japanese”，Kunio Nishiyama，
Hideki Kishimoto，and Edith Aldridge（eds.）Topics in Theoretical Asian Linguistics. Studies in














































































日本語学講習会，Maharatta Chamber of Commerce，Industries and Agriculture（インド），2018.12.22.
プラシャント・パルデシ
「Aが座って，Bを書いて，CにBを送った：動詞の分類について」，国立国語研究所 日本語学講習会，
Maharatta Chamber of Commerce，Industries and Agriculture（インド），2018.12.23.
Prashant Pardeshi























“Viewing Japanese KANJI from the scripts of the world”，Faculty of Philosophy，University of Sarajevo
（ボスニア・ヘルツェゴビナ），2019.3.22–23.
Prashant Pardeshi
“Is Japanese a special language?：Japanese as viewed from the languages of the world”，Japanese
Language，Literature and Culture，Faculty of Philology，University of Belgrade（セルビア），2019.3.25.
Prashant Pardeshi
“Online resources to explore Japanese vocabulary”，Japanese Language，Literature and Culture，
























Miho Mano，Yuko Yoshinari，and Yo Matsumoto





Badema and Yo Matsumoto
“Khorchin Mongolian ”，Motion Event Descriptions across Languages（MEDAL），国立国語研究所，
2019.1.26.
Yo Matsumoto
“Path: Path coding across languages ”，Motion Event Descriptions across Languages（MEDAL），国
立国語研究所，2019.1.26.
Yo Matsumoto and Xia Haiyan
“The interactional nature of deictic verbs in Japanese and Chinese ”，Motion Event Descriptions
across Languages（MEDAL），国立国語研究所，2019.1.26.
Yo Matsumoto
“Vision: Path in Visual motion across languages ”，Motion Event Descriptions across Languages
（MEDAL），国立国語研究所，2019.1.27.
Miho Mano and Yo Matsumoto
“Causation: Typological variety of caused motion event descriptions ”，Motion Event Descriptions
across Languages（MEDAL），国立国語研究所，2019.1.27.
112 VI 教員の研究活動と成果
Miho Mano and Yo Matsumoto





• Motion Event Descriptions across Languages（主催：国立国語研究所理論対照研究領域），国立国語研
究所，2019.1.26–27.















【職歴】純真女子短期大学 助手（1980），同 講師（1981），福岡女学院短期大学 講師（1985），鹿児島大学法
文学部 助教授（1988），同 教授（1999），同 副学部長（2004），同 学部長（2006），人間文化研究機構国


















































Nobuko Kibe，Hajime Oshima，and Masahiro Yamada




















































Nobuko Kibe，Tomoyo Otsuki，and Kumiko Sato
“Intonational Variations at the End of Interrogative Sentences in Japanese Dialects：From the “Corpus





“Accent systems in Japanese dialects”，NINJAL International SymposiumApproaches to Endangered











Takayuki Kagomiya，Yuto Niinaga，and Nobuko Kibe
“Developing a Block Puzzle Game for Studying Ryukyuan Language Phonetic System”，ポスター発表，










“Intonational Variations at the End of Interrogative Sentences in Japanese Dialects”，The NINJAL-
SGRL-UHM Linguistics Workshop：Grammatical Descriptions of Endangered and Understudied





Kenan Celik，and Nobuko Kibe
“Raising language diversity awareness in Japan through web-based open access application”，The













• Workshop “A brief introduction to the immersion classroom：A case of Hawaiian language”（国際
シンポジウムプレイベント）（主催：危機言語・方言プロジェクト），国立国語研究所，2018.8.5.
• The NINJAL International Symposium “Approaches to Endangered Languages in Japan and North-
east Asia：Description，Documentation and Revitalization”（主催：危機言語・方言プロジェクト，共
催：東京外国語大学AA研・科研 S），国立国語研究所，2018.8.6–8.
• A talk event commemorative of the academic cooperation between University of Hawai‘i at Ma¯noa












• Sign linguistics for documentation：From theory to fieldwork（主催：危機言語・方言プロジェクト），
国立国語研究所，2018.12.10.
• Workshop “The NINJAL-SGRL-UHM Linguistics Workshop：Grammatical Descriptions of Endan-
gered and Understudied Languages and Dialects in East Asia and Beyond”（主催：危機言語・方言プ
VI 教員の研究活動と成果 117




















































ループ 研究員（2006），人間文化研究機構国立国語研究所時空間変異研究系 准教授（2009），同 研究系
（言語変異研究領域）准教授（2016）
【専門領域】社会言語学，言語学，日本語学
【所属学会】 International Congress for Dialectologists and Geolinguists，METHODS，Foundation for En-
dangered Languages，関西言語学会，日本言語政策学会，日本方言研究会，日本語学会，社会言語科学会，
マイグレーション研究会
【学会等の役員・委員】変異理論研究会 世話人，NWAV-AP Steering committee member，Asia-Pacific Lan-




























“Contact between Japanese and Palauan：Sociolinguistic fieldwork interfacing with language acqui-




“A quantitative study of the Vowel Loss in Hawai‘i and American Japanese”，Sociolinguistics
Symposium 22，University of Auckland（オークランド・ニュージーランド），2018.6.28.
Yoshiyuki Asahi
“Comparative account of High Vowel Loss in diaspora Japanese：Evidence from Hawai‘i and US”，
International Congress for Dialectologist and Geolinguist，Institute of the Lithuanian Language（ヴィ
リニュス・リトアニア），2018.7.24.
Yoshiyuki Asahi，Eveline Wandl-Vogt，and Jose Luis Preza Dia.
“Collaborative approaches to implement science as a service in an open innovation in science
framework Japanese diaspora studies on the example of Thomas Taro”，Japanese Association of
Digital Humanities，一橋講堂，2018.9.10.
Yoshiyuki Asahi
“20-years language change in Hokkaido dialects：Evidence from real-time study in Sapporo，Furano，




















“The Impacts of the Japanese Empire on multilingualism and multiculturalism in Sakhalin”，招待講
演，The Studies of the Empire of Japan and Its Legacies New Directions and New Perspectives ~ A
new research initiative for the advancement of Asia-Pacific Studies，University of Hawai‘i at Ma¯noa
（ホノルル・米国），2019.3.12.
Yoshiyuki Asahi
“Access the resources to deepen understanding of the languages in Sakhalin”，招待講演，Workshop
on The Studies of the Empire of Japan and Its Legacies New Directions and New Perspectives ~ A
new research initiative for the advancement of Asia-Pacific Studies，University of Hawai‘i at Ma¯noa
（ホノルル・米国），2019.3.13.
Yoshiyuki Asahi



































































【職歴】国立国語研究所言語行動研究部第二研究室 研究員（1988），同 情報資料研究部第二研究室 研究員





















“A quantitative observation of dialect diffusion based on population distributions and road networks”，
9th Congress of the International Society for Dialectology and Geolinguistics（SIDG 2018），The







































Nobuko Kibe，Hajime Oshima，and Masahiro Yamada
“Plural Forms in Yoron-Ryukyuan and Address Nouns in Ryukyuan Languages”，Japanese/Korean
Linguistics，25，pp. 1–11，2018.12.1，DOI：10.15084/00002237‌.
《展示など》

















“Port Language Revitalization Project”，招待講演，Approaches to Endangered Languages in Japan








Masahiro Yamada，Yukinori Takubo，Shoichi Iwasaki，Celik Kenan，Soichiro Harada，Nobuko Kibe，
Tyler Lau，Natsuko Nakagawa，Yuto Niinaga，Tomoko Otsuki，Manani Sato，Rihito Shirata，Gijs van
der Lubbe，and Akiko Yokoyama
“Experimental Study of Inter-Language and Inter-Generational Intelligibility：Methodology and Case






“Dunan（Yonaguni-Ryukyuan）Honorifics”，招待講演，The NINJAL　-SGRL　-UHM Linguistics Work-
shop：Grammatical Descriptions of Endangered and Understudied Languages and Dialects in East
Asia and Beyond，University of Hawai‘i at Ma¯noa（ホノルル・米国），2019.1.12.
Masahiro Yamada
“Endangered Languages in Japan：Documentation and Revitalization”，招待講演，Digital Revolution
for Under-resourced Languages in Asia，奈良先端科学技術大学院大学，2019.2.19.
Shinji Ogawa，Masahiro Yamada，and Yuka Hayashi
“Preparing Infrastructure for Writing and Typing with non-Latin Symbols：A Case of Ryukyuan
Languages”，The 6th International Conference on Language Documentation and Conservation，








• Approaches to Endangered Languages in Japan and Northeast Asia：Description，Documentation，
and Revitalization（主催：危機言語プロジェクト，共催：東京外国語大学，琉球大学），2018.8.5–8.































• 取材記事：「地域の言葉と魅力を紹介 3家族が「えらぶむに」披露 東京でワークショップ」，南海日日
新聞，2019.2.14.


















































































































“Acoustic traits of a glottalized consonants in the Ie dialect of OkinawaRyukyuan”，The 2ndNINJAL-

































































Reiko Aso and Seunghun Lee
“Foot structure in Hateruma Yaeyama Ryukyuan：a preliminary study”，NINJAL International
symposium，poster session，国立国語研究所，2018.8.5.
Seunghun Lee and Reiko Aso
“Building a heavy syllable with strong aspiration in HaterumaYaeyama”，16th OldWorld Conference














【所属学会】日本音声学会　，日本音響学会　，社会言語科学会　，International Speech Communication Association，
聴覚医学会
















Takayuki Kagomiya，Yuto Niinaga，and Nobuko Kibe
“Developing a Block Puzzle Game for Studying Ryukyuan Language Phonetic System”，Proceedings






























































































“An introduction to a grammar of Amami，a Northern Ryukyuan language，from a typological





• The NINJAL-SGRL-UHM Linguistics Workshop：Grammatical Descriptions of Endangered and





“An introduction to a grammar of Amami，a Northern Ryukyuan language，from a typological
























































Bjarke Frellesvig，Stephen Wright Hornほか



























「『日本語歴史コーパス 江戸時代編 I洒落本』の公開」，日本語学会 2018年度春季大会，明治大学駿河
台キャンパス，2018.5.20.
片山久留美，渡辺由貴，小木曽智信































































講座 講座 II，駒澤大学深沢キャンパス 120周年アカデミーホール，2018.10.20.
小木曽智信
「日本語の千年—コーパスで解き明かすことばの生態—：上代・中古」，駒澤大学平成 30年度秋季公開






































同 言語体系研究部 部長（1998），独立行政法人国立国語研究所研究開発部門 部門長（2001），人間文化



























































【所属学会】日本方言研究会，日本語学会，International Society for Dialectology and Geolinguistics（SIDG），
変異理論研究会，日本言語学会，日本音声学会，日本語文法学会，中日理論言語学研究会，九州方言研究
会，日本文芸研究会






























“On the relationship of the degrees of correspondence of dialects and distances”，SIDG Congress 9，




“Japanese dialectal words for imported produce that include proper nouns：morokoshi（“China”），






























【職歴】国立国語研究所言語計量研究部 研究員（1984），同 言語体系研究部第一研究室 研究員（1988），同
主任研究官（1993），同 室長（1995），独立行政法人国立国語研究所研究開発部門 第一領域 主任研究員
（2001），同 第一領域長（2003），同 グループ長（2006），人間文化研究機構国立国語研究所言語資源研


































Makoto Yamazaki，Yumi Miyazaki，and Wakako Kashino
“Annotation and Quantitative Analysis of Speaker Information in Novel Conversation Sentences in






















Mayumi Usami and Makoto Yamazaki
“Quantitative Characteristics of the BTSJ Japanese Natural Conversation Corpus（BTSJ-Corpus）
ver. 2018：focussing on the differences of the use of polite forms according to sub-groups”，11th
International Quantitative Linguistics Conference（QUALICO 2018），University of Wrocław（ヴロ
ツワフ・ポーランド），2018.7.6.
Makoto Yamazaki
“Distribution and Characteristics of Co-occurrence words across different texts in Japanese”，11th


































Sachi Kato，Masayuki Asahara，and Makoto Yamazaki
“Annotation of ‘Word List by Semantic Principles’ Labels for the Balanced Corpus of Contemporary



















































研究室 研究員（1991），同 情報資料研究部 主任研究官（1995），独立行政法人国立国語研究所情報資料
部門 領域長（2001），同 研究開発部門 グループ長（2006），人間文化研究機構国立国語研究所理論・構








































































【職歴】独立行政法人国立国語研究所研究開発部門第一領域 研究員（2005），同 言語資源グループ 研究員




【学会等の役員・委員】日本語学会 事務局長，計量国語学会 理事，訓点語学会 委員，情報処理学会人文科学







































































Yuichi Ishimoto，Takumi Ikinaga，and Tomokazu Takada
“Construction of NINJAL media resources collection for searching and previewing sound and



































































【職歴】宮崎大学教育学部 助手（1988），同 講師（1989），同 助教授（1992），国立国語研究所情報資料研究






































































































“Construction of the “Corpus of Historical Japanese”（CHJ）”，TIE2018 East Asian/Japanese SIG
meeting，一橋講堂，2018.9.11.
Yu Okubo，Yoko Mabuchi，and Kiyonori Nagasaki








































































Hanae Koiso，Yasuyuki Usuda，Haruka Amatani，Yoshiko Kawabata，and Yasuharu Den
“Design and Preliminary Analysis of the Corpus of Everyday Japanese Conversation”，Proceedings
of LREC2018 Workshop：LB-ILR2018 and MMC2018 Joint Workshop，pp. 1–5，2018.5.7.
Hanae Koiso，Yasuharu Den，Yuriko Iseki，Wakako Kashino，Yoshiko Kawabata，Ken’ya Nishikawa，
Yayoi Tanaka，and Yasuyuki Usuda
“Construction of the Corpus of Everyday Japanese Conversation：An Interim Report”，Proceedings of
160 VI 教員の研究活動と成果



















“Construction of the Corpus of Everyday Japanese Conversation：An Interim Report”，招待講演，

















Takehiko Maruyama and Hanae Koiso
“Diachronic Change of Spoken Japanese in the 20th Century：a corpora-based Study”，50 ans de











































































【職歴】鳥取大学教育学部 助手（1984），同 講師（1987），国立国語研究所言語行動研究部第二研究室 研究
員（1989），同 主任研究官（1992），同 室長（1994），独立行政法人国立国語研究所研究開発部門第二領
域 領域長（2001），同 言語資源グループ長（2006），人間文化研究機構国立国語研究所言語資源研究系
























“Weakening of Stop Articulation in Japanese Voiced Plosives”，『音声研究』，22（1），pp. 21–34，
2018.4.30，DOI：10.24467/onseikenkyu.22.1_21‌.
Kikuo Maekawa
























































• Editorial board member of Speech Communication（Elsevier）2005–.
• Editorial board member of Language & Linguistics（John Benjamins）2016–.
• Editorial board member of Journal of the International Phonetics Association（Cambridge Univ.
Press）2017–.
















研究所研究開発部門第一領域 研究員（2001），同 言語資源グループ 主任研究員（2009），人間文化研究



















Makoto Yamazaki，Yumi Miyazaki，and Wakako Kashino
“Annotation and Quantitative Analysis of Speaker Information in Novel Conversation Sentences in


























































































同 言語資源グループ 研究員（2006），同 主任研究員（2008），人間文化研究機構国立国語研究所言語資

















“A video annotation system for learners to observe educational activities”，Motoko Ueyama and Irena
Srdanović（eds.）Digital resources for learning Japanese，pp. 173–190，Bononia University Press，
2018.5.
Masaya Yamaguchi，Masanori Kitamura，and Naomi Yanagida
“Development of a Mobile Observation Support System for Students　：FishWatchr Mini　”，Proceedings　














































































































































































































































































































“Persuasion and comfortableness：From the viewpoint of Discourse Politeness Theory”，The logic





“How do age and gender factors influence on politeness strategies in Japanese conversation between
newly acquainted people?”，the 11th International Conference on Im/Politeness，バレンシア大学（バ
レンシア・スペイン），2018.7.6.
Mayumi Usami and Makoto Yamazaki
“Quantitative Characteristics of the BTSJ Japanese Natural Conversation Corpus（BTSJ-Corpus）ver.
2018：focussing on the differences of the use of polite forms according to sub-groups”，International






















“How Can Language Studies and Language Classrooms Contribute to Casting New Perspectives to









Tomoki Miyamoto，Daisuke Katagami，Yuka Shigemitsu，Mayumi Usami，Takahiro Tanaka，Hitoshi
Kanamori，Yuki Yoshihara，and Kazuhiro Fujikake
“Toward a construction of the politeness theory adaptable to HAI research：On going evaluation of
conversational agents considering gender bias”，Next Generation Human-Agent Interaction Workshop　
2018（NGHAI 2018），サウサンプトン大学（サウサンプトン・イギリス），2018.12.15.
Mayumi Usami
“Why should we utilize natural conversation corpus to second language education?：From the view-






「教材作成支援機能を持つ共同構築型WEB教材—NCRB（Natural Conversation Resourse Bank）の
展開—」，南アジア日本語教育国際シンポジウム「JLESA’19 at EFLU・南アジアにおける日本語教育：






































































語教師会，American Association of Teachers of Japanese



































































































































「文の基本的な構造」，国立国語研究所　日本語学講習会　，Maharatta Chamber of Commerce，Industries，
& Agriculture（プネ ・ーインド），2018.12.22.
野田尚史
















育部門第二領域 主任研究員（2004），同 領域長（2005），同 整備普及グループ長（2006），人間文化研究






































































































































2011：Best paper award of the 7th International Conference on Natural Language Processing and
Knowledge Engineering：“Dual Decomposition for Predicate-Argument Structure Analysis”
2010：The Best Paper Award of the SMBM2010（the Fourth International Symposium on Semantic




























Matsumoto Satomi，Masayuki Asahara，and Setsuko Arita
“Japanese clause classification annotation on the ‘Balanced Corpus of Contemporary Written
Japanese’”，Proceedings of Asian Language Resources 13，pp. 7–12，2018.5.
Rui Suzuki，Kanako Komiya，Masayuki Asahara，Minoru Sasaki，and Hiroyuki Shinnnou
“All-wordsWord SenseDisambiguationUsingConcept Embeddings　”，Proceedings of the 11th edition
of　 the Language Resources and Evaluation Conference（LREC-2018），pp. 1006–1011，2018.5.
Masayuki Asahara，Hiroshi Kanayama，Takaaki Tanaka，Yusuke Miyao，Sumire Uematsu，Shinsuke
Mori，Yuji Matsumoto，Mai Omura，and Yugo Murawaki
“Universal Dependencies Version 2 for Japanese”，Proceedings of the 11th edition of the Language






Masayuki Asahara，Satoshi Nambu，and Shin-ichiro Sano








Hiroshi Kanayama，Na-Rae Han，Masayuki Asahara，Jena D. Hwang，Yusuke Miyao，Jinho D. Choi，
and Yuji Matsumoto
“Coordinate Structures in Universal Dependencies for Head-final Languages”，Proceedings of UDW
18，pp. 75–84，2018.11.
Mai Omura and Masayuki Asahara
“UD-Japanese BCCWJ：Universal Dependencies Annotation for the Balanced Corpus of Contem-





“Between Reading Time and Clause Boundaries in Japanese—Wrap-up Effect in a Head-Final
Language”，Proceedings of PACLIC 32，2018.12.
Sachi Kato，Masayuki Asahara，and Makoto Yamazaki
“Annotation of ‘Word List by Semantic Principles’ Labels for the Balanced Corpus of Contemporary

























Aya Tanabe，Kanako Komiya，Masayuki Asahara，Minoru Sasaki，and Hiroyuki Shinnou
“Detecting Unknown Word Senses in Contemporary Japanese Dictionary from Corpus of Historical
Japanese”，JADH 2018，一橋講堂，2018.9.9–11.
Asuko Kondo，Makiro Tanaka，and Masayuki Asahara
“Alignment Table between UniDic and ‘Word List by Semantic Principles’”，JADH 2018，一橋講
堂，2018.9.9–11.
Masayuki Asahara
























































• The 11th edition of the Language Resources and Evaluation Conference（LREC 2018），Scientific
Committee Member
• The 13th Workshop on Asian Language Resources（ALR13），Program Committee Member
• The 16th Annual Conference of the North American Chapter of the Association for Computational
Linguistics：Human Language Technologies（NAACL HLT-2018），Program Committee Member






























【職歴】東京工科大学メディア学部 助手（2007），同 助教（2009），人間文化研究機構国立国語研究所 プ
ロジェクト非常勤研究員（2010），情報・システム研究機構国立情報学研究所 特任研究員（2010），人間


















Satoru Tsuge，Shingo Kuroiwa，Tomoko Ohsuga，and Yuichi Ishimoto
“AWA Long-Term Recorded Speech Corpus and Robust Speaker Recognition Method for Session
Variability”，Proceedings of Oriental COCOSDA 2018，2018.5.
Yuichi Ishimoto and Tomoko Ohsuga





Yuichi Ishimoto，Takehiro Teraoka，and Mika Enomoto
“A Prediction Model for End-of-Utterance Based on Prosodic Features and Phrase-Dependency in






Yuichi Ishimoto，Takumi Ikinaga，and Tomokazu Takada
“Construction of NINJAL media resources collection for searching and previewing sound and video



















ついて」，2019年 3月度音声研究会，アイランド ナガサキ MINATO HOTEL，2019.3.15.
【研究発表会・講演会・シンポジウムなどの企画・運営】






































































































•第 2回［2018年 8月 3日（書面審議）］
▶ 審議事項
1. 客員教員の採用について
•第 3回［2018年 10月 29日 13:30–15:30（フクラシア東京ステーション）］
▶ 議事概要確認
1. 平成 30年度国立国語研究所運営会議（第 1回）議事概要（案）について







































•第 2回［2018年 8月 3日（書面審議）］
▶ 審議事項
1. 客員教員の採用について
•第 3回［2018年 10月 29日 13:30–15:30（フクラシア東京ステーション）］
▶ 議事概要確認
1. 平成 30年度国立国語研究所運営会議（第 1回）議事概要（案）について



































































































































◦業績：Mayuki Matsui and Alexei Kochetov. “Tongue root positioning for voicing vs. contrastive
palatalization：An ultrasound study of Russian word-initial coronal stops” Special issue on
the phonetics and phonology of a voicing contrast，Journal of the Phonetic Society of Japan，
22（2），2018.8.
◦理由：日本を代表するピアレビュー誌に掲載された学術論文












◦業績：Mayuki Matsui and Hyun Kyung Hwang. “Perception of tonal clash：Final vs. no accent
in interrogative melodies of Tokyo Japanese” In Shin Fukuda，Mary Shin Kim，Mee-Jeong











2018.4.1 准教授 山田真寛 採用 研究系
2019.3.31 教授 相澤正夫 定年退職 研究系
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令和元年 5月 14日   国立国語研究所外部評価委員会ヒアリング【平成 30年度実績評価】                                     
令和元年 5月 31日  国立国語研究所外部評価委員会【平成 30年度実績評価】（第１回） 






                                                        
外部評価委員会                                                        
















(3) ２つのセンター（コーパス開発センター，研究情報発信センター），(4) 「管理業務」である。 
平成３０年度の総合評価（中間評価報告書）は「順調に進捗している」であり，(1) 研究成果・研





















































たとえば，Kubozono, H. (ed.) The Phonetics and Phonology of Geminate Consonants，（2017




























































































































































































































































































⑤ NINJAL国際シンポジウムとして The 24th Japanese Korean Linguistics Conference(JK 24)（10月 14
～16日）とオノマトペ国際シンポジウム（12月 17～18日）の２つを開催する。またその成果の取り
まとめ（論文集の編集）に着手する。 
⑥ オノマトペをテーマに一般社会向けの NINJALフォーラムを開催する（平成 29年 1月 21日）。 
⑦ 第二期中期計画期間に着手した『日本語版連濁事典』， Mouton Handbook (Japanese Contrastive 













⑤ Mouton Handbook (Japanese Contrastive Linguisticsおよび Syntaxの巻)，Tonal Change and 
Neutralizationの編集作業を完了する。 
⑥ 前年度に開催した NINJAL国際シンポジウム２件と NINJALフォーラム１件の成果を取りまとめ，それぞ
れ論文集，啓蒙書として編集を行う。 




① 引き続き若手研究者をプロジェクト PDフェローとして合計２名雇用し，研究指導を行う。 
② 研究班，研究テーマごとに研究成果発表会と打合せ会議を年数回開催する。 















① 若手研究者をプロジェクト PDフェローとして合計２名雇用し，研究指導を行う。 
② 研究班，研究テーマごとに研究成果発表会と打合せ会議を年数回開催する。 
③ 年度末にプロジェクトの合同研究発表会(Prosody and Grammar Festa 4)を開催し，客員教員や共同研
究員を含めたプロジェクト全体の成果を共有する。 







① 引き続き若手研究者をプロジェクト PDフェローとして合計２名雇用し，研究指導を行う。 
② 研究班，研究テーマごとに成果取りまとめのための研究発表会と打合せ会議を年数回開催する。 







① 引き続き若手研究者をプロジェクト PDフェローとして合計２名雇用し，研究指導を行う。 
② 一般社会向けの NINJALフォーラム（第２回）を開催する。 
③ 大学院生向けのチュートリアルを開催する。 




① Sequential Voicing in Japanese Compounds (John Benjamins). 2016年 6月.〔バンス〕 
② 赤瀬川 史朗, プラシャント・パルデシ, 今井 新悟 (著)『日本語コーパス活用入門: NINJAL-LWP実践













ョップ 4回を含む），4班合同の発表会(Prosody and Grammar Festa 3)を 1回，国際シンポジウム・ワー
クショップを 3件開催した。これら 15の企画において計 129件の研究発表が行われ（うち学生が筆頭発表
者のもの 23件），計 795名（延べ）の参加者が得られた（うち海外機関研究者 30人，大学院生を含む学生
153人）。 
またプロジェクト全体で図書 4冊，論文 27編（ブックチャプター9編含む），学術発表・講演 94件（一
般向け除く）を公開・刊行した（いずれもプロジェクトへの謝辞を記したもののみ）。このうちプロジェク







③ Mouton Handbook of Japanese Contrastive Linguistics (De Gruyter Mouton). 2018年 2月 〔パル
デシ〕 
④ The Phonetics and Phonology of Geminate Consonants (Oxford University Press). 2017年 4月〔窪
薗〕 
⑤ Tonal Change and Neutralization (De Gruyter Mouton). 2018年 3月.〔窪薗〕 
⑥ Japanese Korean Linguistics 24 (CSLI). 2018年〔船越・窪薗〕 
⑦ 『オノマトペの謎』2017年 5月〔窪薗〕 




② プロソディー関係の英文論文集（The Linguistic Review特集号），2019年〔窪薗〕 
③ 名詞修飾関係の和文論文集，2019年〔パルデシ〕 
④ 『移動表現の類型論と第二言語習得』2019年〔松本〕 
⑤ Broader Perspectives on Motion Event Descriptions 2019~2020年 〔松本〕 
⑥ 『動詞の意味と百科事典的知識（仮題）』2021年〔松本〕 


















トリアル「日本語の音声と文法」（30年 6月 30日，7月 1日）を韓国の中央大学校で開催し，大学院生 30
人を含む合計 90人の参加を得た。 





















けて発信した（Haruo Kubozono (ed.) Prosody and Prosodic Interfaces in Japanese and Korean, 国際
誌 The Linguistic Review Vol. 36, No. 1）。また国内外において合計 11件のイベント（国内 3件，海外
8件）を開催し，合計 684人の参加を得た。このうち国内では International Workshop on Frame Semantics 
























おいてシンポジウム・ワークショップを 4回，4班合同の発表会(Prosody and Grammar Festa 3)を 1
回，国際シンポジウム・ワークショップを 3回開催した。これら計 15件の企画において計 129件の研
究発表が行われ（うち学生が筆頭発表者のもの 23件），計 795名（延べ）の参加者が得られた（うち海
外機関研究者 30人，大学院生を含む学生 153人）。 
① このうち，班ごとの研究発表会および国内学会シンポジウム・ワークショップ計 11回の内訳は音声研
究班が 5回（平成 30年 6月 9日，9月 17日，11月 18日，平成 31年 2月 28日，3月 5日），とりたて
班が 1回（平成 30年 6月 9日），動詞の意味構造班（以下「意味構造班」）が 3回（平成 30年 6月 9日，
9月 22日，11月 18日），名詞修飾班が 2回（平成 30年 7月 21日，11月 10日）であった。これらの
発表会に合計 478人の参加が得られた（うち海外機関研究者 4人，大学院生を含む学生 74人）。発表数
は合計 44件であった。（国内学会シンポジウム・ワークショップの詳細については下記 2を参照） 
② プロジェクト全体の統合を図るために，平成 31年 2月 16-17日に，2つの公募型共同研究プロジェク
ト（「日本語から生成文法理論へ：統語理論と言語獲得」「語用論的推論に関する比較認知神経科学的研





・The 5th International Conference on Phonetics and Phonology (ICPP 2018)を開催した（国語研，
平成 30年 10月 26-28日）。また前日の 10月 25日に pre-ICPP colloquiumを開催した。参加者は異






ち海外機関研究者による発表 16件，学生が筆頭発表者の発表 20件）であった〔音声研究班〕。 
・International Workshop on Frame Semantics and FrameNetを開催した（慶應義塾大学，平成 30
年 5月 8日）。参加者は 17人（うち海外機関研究者 2人），発表件数は 3件（うち海外機関研究者
による発表 2件）であった〔意味構造班〕。 
・Motion Event Descriptions across Languagesを開催した（国語研，平成 31年 1月 26-27日）。
参加者は 50人（うち海外機関研究者 4人），発表件数は 31件（口頭 26件，ポスター発表 5件；う
ち海外機関研究者による発表 4件，学生が筆頭発表者の発表 1件）であった〔意味構造班〕。 
2. 国内学会において下記の 4つのシンポジウム・ワークショップを企画した。 




③ 日本言語学会第 157回大会（平成 30年 11月 17-18日，京都大学）において「日本語の呼びかけイント
ネーション」と題するワークショップを企画・開催した。参加者は 49人であった〔音声研究班〕。 
④ 同上学会においてワークショップ「移動経路の種類とそのコード化 : 通言語的ビデオ実験による移動
表現の類型論再考」を企画・開催した。参加者は 43人であった〔意味構造班〕。 
3. プロジェクトの所内メンバーが合計 4冊の書籍（研究論文集 2冊，教科書 2冊）を刊行し，さらに 5
冊の研究論文集・概説書の編集を行った。 
① 音声研究班は前年度に開催した国際ワークショップの成果の編集を進め，国際誌The Linguistic Review 
Vol. 36, No. 1 (De Gruyter Mouton社)の特集号 Prosody and Prosodic Interfaces in Japanese and 
Korean（H. Kubozono ed.）を当初の予定より半年早く刊行した（平成 31年 2月刊）。また，くろしお
出版より『鹿児島県甑島方言から見る文法の諸相』（窪薗晴夫，木部暢子，高木千恵共編，計 304頁，
平成 31年 2月刊）を出版した。さらに言語学の概説書『よくわかる言語学』（ミネルヴァ書房）の編集
を進めた（平成 31年 3月入稿，平成 31年 7月刊行予定）。 
② とりたて班は論文集『日本語と世界の言語のとりたて表現』（野田尚史編，くろしお出版）の編集を進
めた（平成 31年 3月入稿，平成 31年 10月刊行予定）。 
③ 意味構造班は，Broader Perspectives on Motion Event Descriptions （John Benjamins社から平成
31年度出版予定）の編集を行った。また『移動表現の類型論と第二言語習得』（くろしお出版から平成
32年出版予定）の原稿執筆を進めた。 
④ 名詞修飾班は対照言語学的視点による日本語学習教材 Minna no Nihongo prathamik bhag I: bhashantar 
wa vyakaran (Marathi edition of ‘Minna no Nihongo, Shokyuu I: Translation & Grammatical Notes’ 
by 3A Corporation, Tokyo)と Minna no Nihongo prathamik bhag II: bhashantar wa vyakaran (Marathi 
edition of ‘Minna no Nihongo, Shokyuu II: Translation & Grammatical Notes) (Pardeshi et al. 
eds.)を平成 30年 12月にインドの Sachi Prakashanから出版し，また論文集『日本語と世界の言語の
名詞修飾表現』（パルデシ・プラシャント，堀江薫 編，ひつじ書房）の編集を進めた（平成 31年 10










・音声研究班ではプロソディーの対照研究を推進するために平成 30年 6月に宮崎県小林市で，同年 8
月と平成 31年 3月に鹿児島県薩摩川内市で，平成 30年 9月と 12月に鹿児島県甑島でそれぞれプロ
ソディー調査を行った。 
・名詞修飾班は 平成 30年 12月にインド・プネーで名詞修飾表現に関する調査を行った。 
6. 音声研究班が平成 29年 4月に刊行した The Phonetics and Phonology of Geminate Consonants (Haruo 
Kubozono ed., Oxford University Press)は，国際誌 Phonology (Cambridge University Press)5巻の
書評欄（pp.523-529）において”The book is excellent… the papers here are of high quality, and 
most of them could be published in excellent linguistics journals…The underlying theoretical 
issues at play here make it a worthwhile read for anybody concerned with the structure of, and 





力した（平成 30年 7月に締結）。 
2. 神戸大学大学院人文学研究科と対照言語学・理論言語学をテーマにした学術交流協定を締結した（平成
31年 3月 25日）。 










平成 30年 10月に 29タイプの名詞修飾表現のアンケート作業を完了し，12月現在 10言語のデータを提
供している。平成 31年 1～3月に言語地図作成用のデータベースを設計し構築した。 
2. 文献目録〔意味構造班〕 













ア―文法史研究・通時的対照研究を中心に―」（平成 31年 1月 13日）を開催した。参加者は 98人（う
ち海外機関研究者 2人），発表件数は 7件（いずれも口頭発表）であった。 










1. 若手研究者を育成するために，PDフェローを 2人，非常勤研究員を 6人雇用した。 
2. 大学院生 6人，学振 PD3人を共同研究員としてプロジェクトに参画させた。 
3. プロジェクトが企画したイベント（研究発表会，シンポジウム・ワークショップ他）において合計 23
人の大学院生（筆頭発表者）に発表の機会を提供した。 
4. 若手研究者 1人に対して調査旅費を，13人に成果発表の旅費を支援した。 
5. NINJALチュートリアル「日本語複合動詞の意味論」を東京・一橋講堂（平成 30年 8月 9日）と京都大
学（30年 9月 18日）で実施し，大学院生を中心に合計 66人（8月 35人，9月 31人）の参加を得た。
また韓国日本語学会および韓国日語教育学会と連携し，NINJALチュートリアル「日本語の音声と文法」




する講習会を実施した（平成 30年 7月 4日）。大学院生を中心に 41人の参加者があった。 
7. Leonard Talmy氏（ニューヨーク州立大学）を招いて，「標的設定のシステム：直示と照応の統合」と

















































1. 海外の研究者 2人（ともに米国）を外来研究員として，またオランダの大学院生 1人を特別共同利用研
究員として受け入れた。 
（２）国際的発信に関する計画 







① ICPP 2018 (International Conference on Phonetics and Phonology)および Pre-ICPP colloquium
（国語研）を平成 30年 10月 25-28日に開催した〔音声研究班〕（詳細については「１．研究に関する
計画」(1)-1-③参照」）。 
② International Workshop on Frame Semantics and FrameNetを開催した〔意味構造班〕（詳細について
は「１．研究に関する計画」(1)-1-③参照」）。 




⑤ 海外の日本語研究者（日本語教師・日本語学習者を含む）向けの NINJAL 日本語学講習会を以下の 5
ヶ国，計 7ヶ所で開催し，合計 408名の参加者を得て研究成果の国際発信を図った〔名詞修飾班〕。 
・ベトナム：ベトナム国家大学ハノイ校，日越大学（平成 30年 8月 11-12日，参加者数: 36名）； ベ
トナム国家大学 HCM 人文社会科学大学（平成 30年 8月 14-15日，参加者数: 50名）。 
・スリランカ：交流協定を締結しているケラニア大学（平成 30年 9月 9日，参加者数: 76名）； ペ
ラデニア大学（平成 30年 9月 11日，参加者数: 50名）。 
・インド：交流協定を締結している TMV大学日本語学科および現地の日本語機関と共催，Maharatta 
Chamber of Commerce, Industries and Agriculture（平成 30年 12月 22-23日，参加者数: 106名）。 
・ミャンマー：セドナ ホテル ヤンゴン（平成 31年 2月 23日，参加者数: 56名）。 
・カンボジア：プノンペン大学（平成 31年 3月 16-17日，参加者数: 34名）。 
2. 国際出版 
プロジェクトの所内メンバーが 1冊の英文研究論文集(The Linguistic Review 36-1, De Gruyter Mouton
社の特集号 Prosody and Prosodic Interfaces in Japanese and Korean)を計画より半年早く刊行し，
また対照言語学的視点による日本語学習教材(Minna no Nihongo prathamik bhag I & II: bhashantar 
wa vyakarana)を 2冊（I&II），インドの Sachi Prakashanから出版した。さらに英文研究論文集






・国際会議 The 26th Japanese/Korean Linguistics（UCLA）と The 7th International Conference on 














を 1回，日本語学講習会をベトナム，スリランカ，インド，ミャンマー，カンボジアの 5ヶ国で計 7回開
催した。これらの 11の国際企画において計 684人の参加者を得た。いずれも計画を大きく上回る成果であ
る。 
また前年度に開催した国際ワークショップの成果を国際誌の The Linguistic Review (De Gruyter 
Mouton)の特集号として編集し，当初の計画（H31年夏）より半年早く刊行したのに加え，対照言語学的視
点による日本語学習教材 2冊(Minna no Nihongo prathamik bhag I & II: bhashantar wa vyakarana)をイ











































































































① プロジェクト HP（日英版）を開設・公開し，随時更新する。 










⑨ 日英版のユーザーフレンドリーなインタフェースを構築し，NINJAL Parsed Corpus for Modern Japanese 
（NPCMJ）コーパスと合わせて公開する（1万文）。 
⑩ 2013年 12月に開催した NINJAL国際シンポジウム MYSTERIES OF VERB-VERB COMPLEXES IN ASIAN 
LANGUAGESの研究成果を取りまとめ，論文集を編集する。 
⑪ 2016年 12月に開催した NINJAL国際シンポジウム Mimetics in Japanese and other language of the 
worldの研究成果を取りまとめ，論文集を編集する。 
平成 29年度：研究プロジェクトの推進（2年目） 
① プロジェクト HP（日英版）を開設・公開し，随時更新する。 





⑥ 国際シンポジウム（Exploiting Parsed Corpora: Applications in Research, Pedagogy, and Processing）
を企画し，実施する。研究成果の編集を開始する。 
⑦ NINJAL Parsed Corpus for Modern Japanese（NPCMJ）コーパスに 1万文を追加し，合計 2万文のデー
タを公開する。 
⑧ 2013年 12月に開催した NINJAL国際シンポジウム MYSTERIES OF VERB-VERB COMPLEXES IN ASIAN 
LANGUAGESの研究成果を取りまとめ，論文集を編集する。 
⑨ 2016年 12月に開催した NINJAL国際シンポジウム Mimetics in Japanese and other language of the 
worldの研究成果を取りまとめ，論文集を編集する。 
平成 30年度：研究成果の中間とりまとめ（３年目） 
① プロジェクト HP（日英版）を開設・公開し，随時更新する。 









⑤ 国内外の学会で研究発表を行う。  
⑥ NINJAL Parsed Corpus for Modern Japanese（NPCMJ）コーパスに 1万文を追加し，合計３万文のデー
タを公開する。  




⑩ 国際シンポジウム（Exploiting Parsed Corpora: Applications in Research, Pedagogy, and Processing）
の研究成果をとりまとめ，プロジェクトの内部と外部の査読者によるレビューを経た後に，海外の定評
のある研究雑誌 LILT (LINGUISTIC ISSUES IN LANGUAGE TECHNOLOGY)に提出する。 










⑮ 2013年 12月に開催した NINJAL国際シンポジウム MYSTERIES OF VERB-VERB COMPLEXES IN ASIAN 
LANGUAGESの研究成果を取りまとめ，論文集を編集する。 
⑯ 2016年 12月に開催した NINJAL国際シンポジウム Mimetics in Japanese and other language of the 
worldの研究成果を取りまとめ，論文集を編集する。 
平成 31年度：研究プロジェクトの拡充（４年目） 
① プロジェクト HP（日英版）を開設・公開し，随時更新する。 





⑥ NINJAL Parsed Corpus for Modern Japanese （NPCMJ）コーパスに 1万文を追加し，合計４万文のデー
タを公開する。 
⑦ 大学院生向けの統語コーパス利用講習会（チュートリアル）を開催。 






⦎⩦ၥ㢟ࢆ NPCMJࢥ࣮ࣃࢫࢆ฼⏝ࡋ࡚ゎࡃࡓࡵࡢ௙⤌ࡳࡶබ㛤ࡍࡿࠋ  
չ ࢔ࣀࢸ࣮ࢩ࣐ࣙࣥࢽࣗ࢔ࣝࡢᨵゞ࣭࢙࢘ࣈබ㛤 
պ ᗂඣࡢⓎヰࢹ࣮ࢱ࡬ࡢ⤫ㄒព࿡ゎᯒ᝟ሗ௜୚ࡢࡓࡵࡢ◊✲㸦ᐑ⏣ Susanneᩍᤵ࡜ࡢඹྠ◊✲㸧ࢆ⥅⥆ࡋ㸪




ս ᒸᒣ኱Ꮫ㸦➉ෆ◊✲ᐊ㸧࡜㐃ᦠࡋ㸪㏙ㄒᵓ㐀ࢩࢯ࣮ࣛࢫ㸦Predicate-Argument Structure Thesaurus (PT)㸧
࡛ศᯒࡉࢀࡓព࿡ᙺ๭࡜ࣇ࣮࣒ࣞࡢ᝟ሗࢆ⤫ㄒ࣭ព࿡ࢥ࣮ࣃࢫ NPCMJ࡟ຍ࠼ࡿࠋ 
վ 2013ᖺ 12᭶࡟㛤ദࡋࡓ NINJALᅜ㝿ࢩ࣏ࣥࢪ࣒࢘ MYSTERIES OF VERB-VERB COMPLEXES IN ASIAN 
LANGUAGESࡢ◊✲ᡂᯝࡢ⦅㞟ࢆ᏶஢࣭ฟ∧♫㸦Oxford Univ. Press㸧࡟ධ✏ࡍࡿ㸦ห⾜᫬ᮇࡣฟ∧♫ࡢ
㒔ྜ࡟ࡼࡿࡶࡢ㸧ࠋ 
տ 2016ᖺ 12᭶࡟㛤ദࡋࡓ NINJALᅜ㝿ࢩ࣏ࣥࢪ࣒࢘ Mimetics in Japanese and other language of the 
worldࡢ◊✲ᡂᯝࢆฟ∧♫㸦John Benjamins㸧࡟ධ✏ࡍࡿࠋ㸦ห⾜᫬ᮇࡣฟ∧♫ࡢ㒔ྜ࡟ࡼࡿࡶࡢ㸧ࠋ 
ր 2017ᖺ 12᭶࡟㛤ദࡋࡓ NINJALᅜ㝿ࢩ࣏ࣥࢪ࣒࢘ Exploiting Parsed Corpora: Applications in 
Research, Pedagogy, and Processingࡢ◊✲ᡂᯝࢆ࡜ࡾࡲ࡜ࡵ㸪ࣉࣟࢪ࢙ࢡࢺࡢෆ㒊࡜እ㒊ࡢᰝㄞ⪅







ձ ࣉࣟࢪ࢙ࢡࢺ HP㸦᪥ⱥ∧㸧ࢆ㛤タ࣭බ㛤ࡋ㸪㝶᫬᭦᪂ࡍࡿࠋ 




յ ᅜෆእࡢᏛ఍࡛◊✲Ⓨ⾲ࢆ⾜࠺ࠋ  





պ ⤫ㄒព࿡ゎᯒ᝟ሗࢆ௜୚ࡋࡓᗂඣࡢⓎヰࢹ࣮ࢱࡢබ㛤㸦ᐑ⏣ Susanneᩍᤵ࡜ࡢඹྠ◊✲㸧 
ջ ㏙ㄒ࡜ᶵ⬟ㄒ࡟ᑐࡋ࡚ヲ⣽࡞ᙧែㄽ᝟ሗࡢ௜୚ࡉࢀࡓࢹ࣮ࢱࢆබ㛤㸦ᐑ⏣ Susanneᩍᤵ࡜ࡢඹྠ◊✲㸧 












ձ ࣉࣟࢪ࢙ࢡࢺ HP㸦᪥ⱥ∧㸧ࢆ㛤タ࣭බ㛤ࡋ㸪㝶᫬᭦᪂ࡍࡿࠋ 









չ ᒸᒣ኱Ꮫ㸦➉ෆ◊✲ᐊ㸧࡜㐃ᦠࡋ㸪㏙ㄒᵓ㐀ࢩࢯ࣮ࣛࢫ㸦Predicate-Argument Structure Thesaurus (PT)㸧
࡛ศᯒࡉࢀࡓព࿡ᙺ๭࡜ࣇ࣮࣒ࣞࡢ᝟ሗࢆ⤫ㄒ࣭ព࿡ࢥ࣮ࣃࢫ NPCMJ࡟ຍ࠼ࡿࠋ 











࣭ᾏእࡢᐃホࡢ࠶ࡿ◊✲㞧ㄅࡢ≉㞟ྕࡲࡓࡣㄽᩥ㞟㸸㸦NINJALᅜ㝿ࢩ࣏ࣥࢪ࣒࢘ Exploiting Parsed 
Corpora: Applications in Research, Pedagogy, and Processing 㸧ࡢ◊✲ᡂᯝ㸦LILT (LINGUISTIC ISSUES 
IN LANGUAGE TECHNOLOGY)㸧ࠋ 
࣭NINJAL Parsed Corpus for Modern Japanese (NPCMJ)ࢥ࣮ࣃࢫ㸦5୓ᩥ㸧ࢆึᚰ⪅࠿ࡽୖ⣭⪅ࡲ࡛ᵝࠎ࡞
฼⏝ࡀྍ⬟࡞ྛ✀᳨⣴࢖ࣥࢱࣇ࢙࣮ࢫ࡜ඹ࡟බ㛤ࠋ 
࣭᪥ᮏㄒࡢ⤫ㄒㄽࡢᩍ⫱࡟≉໬ࡋࡓධ㛛᭩ Exploring Japanese Syntax㸦௬㢟㸧ࡢห⾜ 
࣭NINJALᅜ㝿ࢩ࣏ࣥࢪ࣒࢘ MYSTERIES OF VERB-VERB COMPLEXES IN ASIAN LANGUAGESࡢ◊✲ᡂᯝ(ㄽᩥ㞟)
ࡢห⾜㸦Oxford Univ. Press㸧 









統語コーパス 28年度 29年度 30年度 31年度 32年度 33年度 





















講習会等 毎年 2回統語コーパス利用講習会 


































また，国外から刊行予定の①NINJAL国際シンポジウム Exploiting Parsed Corpora: Applications in 
Research, Pedagogy, and Processing，② NINJAL国際シンポジウムの MYSTERIES OF VERB-VERB COMPLEXES 















加えて，共同研究者の宮田 Susanne教授の主導する CHILDES（Child Language Data Exchange System）
と連携し，① 日本語を第一言語として獲得する幼児の発話データへの統語意味解析情報付与のための研





























国際シンポジウム３件（Exploiting Parsed Corpora: Applications in Research, Pedagogy, and 
Processing，MYSTERIES OF VERB-VERB COMPLEXES IN ASIAN LANGUAGES，Mimetics in Japanese and other 
language of the world）の研究成果の編集作業を進めた。国際会議において研究成果を 3件発表した。ま





















① 第 1回研究発表会（平成 30年 6月 22日，岡山大学 津島キャンパス工学部（参加者数 8人，うち大学
院生を含む学生 1人）。 
② 第２回研究発表会（平成 31年 1月 27日，東北大学（参加者数 16人，うち大学院生を含む学生 0人）。 
● 学会におけるワークショップ，シンポジウム 
③ The English Linguistic Society of Japan 11th International Spring Forum, Hokkaido University. 
2018年 5月 13日を企画・実施（発表の詳細は以下 3.の⑬～⑯を参照） 






● 国際学会での成果発表：口頭発表及びポスター発表 3件 
● 国内学会での成果発表：口頭発表 18件 
● 論文刊行：5件 




5.  MYSTERIES OF VERB-VERB COMPLEXES IN ASIAN LANGUAGESの研究成果の編集を続行し，来年度中に出
版社に提出する予定である。 
6. 2016年12月に開催したNINJAL国際シンポジウムMimetics in Japanese and other language of the world
の研究成果を編集し，出版社（John Benjamins）に入稿した。 

























1. NPCMJコーパスに新たなデータ 1万文を追加し，総データ量を３万文に増やした。 
2. NPCMJコーパス利用講習会を国内の大学で３回開催した（うち２回は NINJALチュートリアル）。 
① 統語・意味解析コーパス（NPCMJ）講習会（NINJAL チュートリアル），2019年 1月 26日，東北大学川
内北キャンパス（参加者数 31人，うち大学院生を含む学生 14人） 
② 統語・意味解析コーパス（NPCMJ）講習会（NINJAL チュートリアル），2018年 10月 15日，福岡リファ
レンス駅東ビル（参加者数 14人，うち大学院生を含む学生 5人） 
③ 統語・意味解析コーパス（NPCMJ）講習会，2018年 6月 21日，岡山大学津島キャンパス情報工学科（参








2. 国語研究所主催の NINJALシンポウム「データに基づく日本語研究」において発表を行った。 
3. 新規共同研究として，宮田 Susanne教授の主導する CHILDES（Child Language Data Exchange System）
と連携し，① 日本語を第一言語として獲得する幼児の発話データへの統語意味解析情報付与のための








































2．2017年度に開催した国際シンポジウム Exploiting Parsed Corpora: Applications in Research, 
Pedagogy, and Processingの研究成果を論集としてとりまとめるための編集作業を進めた。査読結果
ではほとんどの論文が加筆・修正が必要と評価され，現在著者による修正が行われている。来年度早々
にこの作業を終え，Linguistic Issues in Language Technology (LiLT)に提出する予定である。また，






した。来年度刊行予定。加えて，2013年 12月に開催した NINJAL国際シンポジウム MYSTERIES OF 
VERB-VERB COMPLEXES IN ASIAN LANGUAGESの研究成果の編集を進め，今年度中の出版社への入稿を目
指している。また，2016年 12月に開催した NINJAL国際シンポジウム Mimetics in Japanese and other 

















を利用した研究成果としては国内外での学会発表 21件, 論文刊行 5編に加えて, 国際シンポジウム

























































































































⑤ 若手育成：大学院生，PD 等を調査へ参加させる。フィールド調査の手引き書の準備を行う。 
⑥ 成果：『日本語の格表現』（くろしお出版），『かたりの中の方言』（勉誠出版）を出版する。『沖縄県久米
島方言調査報告書』，『島根県隠岐の島方言調査報告書』，『石川県白峰方言調査報告書』を刊行する。ム
ートン社 Handbook of Japanese Dialects， Handbook of the Ainu Language （30 年 4 月刊行予定），
『椎葉村方言語彙集』（31 年出版予定）の出版準備を行う。 
平成 30 年度（３年目） 
① 調査：琉球語，八丈語，本土方言の調査を行う。 
② 研究会：国際シンポジウム“Approaches to Endangered Languages in Japan and Northeast Asia: 





⑤ 若手育成：大学院生，PD 等を調査へ参加させる。『フィールド調査の手引き書』の作成を進める。 




















⑤ 若手育成：大学院生，PD 等の調査への参加。 
⑥ 成果：『椎葉村方言語彙集』，論文集『方言の指示詞・代名詞』（仮題）を出版する。国際シンポジウム
の発表に基づく危機言語・方言の英文論文集を出版する。 






⑤ 若手育成：大学院生，PD 等の調査への参加。 
⑥ 成果：各地点の語彙集・文法書・談話テキスト・言語ドキュメンテーション・言語教材を刊行する。 
 
 28 年度 29 年度 30 年度 31 年度 32 年度 33 年度 
調 査       
 
データ 
      












































Sherman WILCOX教授による講演 Sign linguistics）。【国際シンポジウム】８月に NINJAL International 




















































シンポジウムNINJAL International Symposium“Approaches to Endangered Languages in Japan and 
Northeast Asia.” を東京外大 AA研，科研費基盤研究(S)と共同で開催した。これに関連して，８月５
日に危機言語に関するポスター発表，およびハワイ大学ヒロ校 ŌHARA Yumiko 氏による “A brief 
introduction to the immersion classroom: A case of Hawaiian language” を，８月９～10日にブ
リティッシュ コロンビア大学 Mark Turin氏によるドキュメンテーションのワークショップ 









































5. プロジェクトの成果の海外発信と海外の研究者との連携を進めるために，NINJAL International 









(B)と共催）。参加者数 89人（うち国外機関所属者数 3人，学生数 10人），総発表件数 9件（うち国外機
関所属者発表件数 2件）。 
8. 今年度から手話の研究者が本プロジェクトに参加し，手話に関する研究をプロジェクトに取り入れる
こととした。それに関連して，12月 10日に Sherman WILCOX（アメリカ ニューメキシコ大学教授）によ























15. 東外大 AA研特任研究員／国語研特任助教 青井隼人が琉球諸語の音韻・音声に関する研究で 2018年度
仲宗根政善研究奨励賞を受賞した。（7月 7日受賞式） 
16. 共同研究員／学振 PD（国語研）の坂井美日が日本言語学会 2018年春季大会の発表「九州方言におけ
る主語標示の使い分けと動作主性」により大会発表賞を受賞した。（11月 18日受賞式） 
● 新聞，テレビでの紹介 














































































● 大学院生，学振 PD等のプロジェクトへの参加 
2. 大学院生，学振 PDに国際シンポジウムやフィールドワークの機会を提供し，実践をとおして若手研究
者の育成を行なった。大学院生，学振 PDの参加状況は以下のとおりである。 
① NINJAL国際シンポジウムの前日（８月５日）のポスター発表を公募し，若手研究者 20人が発表した。 





































































to Endangered Languages in Japan and Northeast Asia: Description, Documentation and 
Revitalization” を国語研で開催した（８月６～８日，東外大学 AA研 LingDy3，科研費基盤研究(S) と





ークショップ “A brief introduction to the immersion classroom: A case of Hawaiian language” 
を開催した。 
④シンポジウムの次の日（８月９～10日）にブリティッシュ コロンビア大学の Mark Turin氏によるドキ
ュメンテーションのワークショップ “Developing Digital Tools for Language Revitalization: 
Demystifying Coding, Apps and Web Platforms” を開催した。 
2. 前年度に締結したハワイ大学マノア校との連携協定に基づき，以下の講演会，ワークショップを開催し
た。 
①８月９日に国語研で，ハワイ大学マノア校 FUKUDA Shin'ichirō氏による協定締結記念講演会 
“Experimental syntactic research at University of Hawaiʻi at Mānoa: an overview and case 
studies.”（ハワイ大学マノア校での実験を通した統語研究活動:概観と実例」）を開催した。  
② １月 12～13日にハワイ大学マノア校で，“The NINJAL-SGRL-UHM Linguistics Workshop: Grammatical 
Descriptions of Endangered and Understudied Languages and Dialects in East Asia and Beyond ”
を開催した（琉球諸語研との共催）。参加者数は 58人，発表は 26件（うち国外機関所属者発表件数 8
人，学生 7人），ポスター発表 11件である。 
● 英語による研究成果の発信 







































































































































































































３０年度予算総額   28,500千円 
30年度 成果の概要 
１．研究に関する計画 
プロジェクトで主催した NINJAL-Oxford「通時コーパス」国際シンポジウム（9月 8, 9日），「通時コー
パス」シンポジウム 2019（3月 9日）のほか，共催を含め計 4回のシンポジウムを開催した。また，通時
コーパス活用班のグループ研究発表会を 5回，『日本語歴史コーパス』の講習会（チュートリアル）を 3
回開催した。 




















パス活用班は，ワークショップ・公開研究会を 2回以上，国際シンポジウムを 1回開催し，書籍 1冊を































で無償にて公開した。新規の申し込みユーザー数は 3934，検索件数は約 26万であった。 
































3. 共催を含むシンポジウム計 4回のほか，通時コーパス活用班のグループ研究発表会を 6回開催した（下
記参照）。 
 30年 6月 9日 近世・近代グループ・文体・資料性グループ合同研究発表会，明治大学中野キャン
パス 
 30年 8月 21日 近世・近代グループ・中古・中世グループ合同研究会，国語研 
 30年 12月 23日 通時コーパス 近世・近代グループ研究発表会，明治大学中野キャンパス 
 31年 2月 2日 第 3回 国語教育活用ワークショップ（国語教育グループ※領域指定型プロジェクト
「古文教育に資する，コーパスを用いた教材の開発と学習指導法の研究」と共催），埼玉大学 
 31年 2月 22日 語彙・意味グループ・文体・資料性グループ合同研究発表会，東洋大学 
 31年 3月 8日 中古・中世グループ研究発表会，国語研 
4. オックスフォード大学東洋学部と共催で 30年 9月 8, 9日に国際会議「NINJAL-Oxford通時コーパス国
際シンポジウム」を開催し，87人（うち海外 7人，大学院生 14人）の参加があった（国語研）。 
5. プロジェクト全体の研究発表会として 31年 3月 9日に「通時コーパス」シンポジウム 2019を開催し，
113人（うち大学院生 21人）の参加があった。 ※会話コーパスプロジェクトとの共催 
6． コーパス関係の所内プロジェクトや科研費プロジェクトと合同で 30年9月7日に合同シンポジウム「コ
ーパスに見る日本語のバリエーション―モダリティ研究の可能性―」を国語研で開催した。発表 6件，
参加者は，83人（うち海外 1人，大学院生 15人）であった。 
7. 『日本語歴史コーパス』利用の講習会（チュートリアル）を 3回行った。 
 30年 4月 24日，九州大学 
 30年 8月 22,23日，国語研 
 31年 2月 2日，埼玉大学 
このほか，他のプロジェクトとの共催で 2件のシンポジウムを開催した。 
 科研費基盤（B）「平安時代漢字字書総合データベースによる研究基盤の確立」（代表者：池田証壽）
と合同で 30年 8月 25, 26日に国際シンポジウム「古辞書研究の射程」を国語研で開催した。発表 6
件，参加者は 59人（うち海外 7人，大学院生 7人）であった。 
 「対照言語学の観点から見た日本語の音声と文法プロジェクト」（文法研究班 「とりたて表現」）
と合同で 31年 1月 13日に NINJALシンポジウム「日本語文法研究のフロンティア ―文法史研究・













研究員として組織して研究活動を行った（国内 80人，海外 4人）。 
2. 『日本語歴史コーパス』の構築を実施するためプロジェクト非常勤研究員 4名を雇用し，関連するプロ












1. 『日本語歴史コーパス』「江戸時代編Ⅱ人情本」を整備し，3月 26日に公開した。 
2. 『日本語歴史コーパス』「明治・大正編Ⅱ教科書」を整備し，10月 1日に公開した。 





して 3月 26日に公開した。 
・『日本語歴史コーパス』利用した研究業績リストをアップデートして公開した。 
























と合同で国際シンポジウム「古辞書研究の射程」30年 8月 25, 26日 
 コーパス関係の所内プロジェクトや科研費プロジェクトと合同で合同シンポジウム「コーパスに見
る日本語のバリエーション―モダリティ研究の可能性―」30年 9月 7日 
 オックスフォード大学東洋学部と共催で「NINJAL- Oxford通時コーパス国際シンポジウム」30年 9
月 8, 9日・国語研。 
 「対照言語学の観点から見た日本語の音声と文法プロジェクト」（文法研究班 「とりたて表現」）
と合同で NINJALシンポジウム「日本語文法研究のフロンティア ―文法史研究・通時的対照研究を
中心に―」31年 1月 13日 

















1. PDフェローを 1名，非常勤研究員を 3名雇用し，コーパス構築を進めるとともに，コーパスを活用し
た研究方法の指導を行った。 























上で無償にて公開した。新規の申し込みユーザー数は 3934人，検索件数は約 26万件であった。 
2. 歴史的資料を対象とした形態素解析のための辞書整備をコーパス開発センターと協力して行い，インタ
ーネット上で無償にて公開した。 






変体仮名 10月 6日，平仮名・片仮名 10月 13日，コーパス 10月 20日，上代・中古 10月 27日，中
世・近世 11月 10日，近代 11月 17日，訓点資料 11月 24日，古辞書 
















北京の 13大学より 69名（うち大学院生 51名）の参加があった。 




2.  国際学会において『日本語歴史コーパス』に関する発表を行った。 







































































































































































平成 31年度： BCCWJ中納言版 会話文発話者情
報の拡張（レジスター班） 
平成 32年度：『昭和話し言葉コーパス』50時間ひまわり版を本公開（経年変化班） 



































[BCCWJ発話者情報]  アノテーション継続 
既存データを中心とする予備研究を推進 














































































果報告としてシンポジウム「日常会話コーパス」IVを 31年 3月 4日に国語研講堂で開催した。 
・『日本語日常会話コーパス』の成果を国際的に発信し国内外の研究者との連携を深めるために，言語資源
に関する国際会議 LRECにて国際ワークショップ `Language and Body in Real Life’ を 30年 5月 7
日に開催した。Multimodal Corpora2018と共同開催することで日常会話のマルチモーダル分析について
の議論も深めた。 
・話し言葉の相互行為に焦点を当てた国際シンポジウム `EIL2019 & LCI-7 Joint International 





62件，データベース等 6件（うち 3件はプロジェクト内限定）として公開した。 
 
２．共同利用・共同研究に関する計画 


















講習会（検索システム「ひまわり」「中納言」の 2コース）を 2018年 9月 3日に，第 6回コーパス利用



























る国際会議 LRECにて国際ワークショップ‘Language and Body in Real Life’を開催した。 
・話し言葉の相互行為に焦点を当てた国際シンポジウム‘EIL2019 & LCI-7 Joint International Symposium
















果報告として，シンポジウム「日常会話コーパス」IV を「創発参与」プロジェクトと合同で 31年 3月






は 155名（うち学生 18名）であった。 
2. 話し言葉の相互行為に焦点を当てた国際シンポジウム`EIL2019 & LCI-7 Joint International 




源に関する国際会議 LRECで国際ワークショップ `Language and Body in Real Life’ を 30年 5月 7
日に開催した。Multimodal Corpora2018と共同開催することで日常会話のマルチモーダル分析につい
ての議論も深めた。プロジェクトからはリーダーの小磯を含め 5名が発表した。参加者は 35名（海外機





5. 30年 9月 7日にコーパス合同シンポジウムを開催した（詳細は「２.共同利用・共同研究に関する計画」
を参照）。 
6. 話し言葉の経年変化研究について議論を深めるために，招待講演者 2名を迎え，公開研究会を平成 30
年 11月 24日に国語研多目的室で開催した。参加者は 20名（学生 1名）であった。 
[フィールド調査] 










































ち，当時の所員による講演などを中心とする 17時間の独話を対象に，30年 3月 29日にモニター公開
を開始した。また会話 25時間の整備を継続し，本公開の準備を進めた。 
4. BCCWJにおける会話文（2557ファイル分）に対する発話者情報（話者名・性別・年代）の付与作業を終








ステム「ひまわり」「中納言」の 2コース）を 2018年 9月 3日に，第 6回コーパス利用講習会（検索シ
ステム「ひまわり」）を 2018年 3月 3日に開催した，それぞれ 30名，24名が参加した。また講習会で
用いた資料をプロジェクトのホームページで公開した。 
7. 『日本語日常会話コーパス』モニター公開版の利用講習会を 3月 3日に開催し，24名が参加した。 
[データベース等を使った研究成果] 
8. プロジェクトで整備した上記コーパスを用いた研究発表を以下の通り実施した（研究成果の一部を抜
粋）。[1] LREC2018：6件，[2] Symposium ` Annotation of speech corpora’：1件，[3] 職場談話コー





















9月 7日に国語研講堂で開催した。参加者は 83名（うち学生 15名，国外機関所属者 1名）であった。 

































（31年 3月 4日）で発表の機会を提供した。 
5. 若手の非常勤研究員 1名に対し，国際会議での発表の経費を援助した。 
[講習会] 




















































































































































































































      
日本語使用班 
（野山班・石黒班） 
      
日本語理解班 
（野田班・石黒班） 
      
基本動詞辞典 
（パルデシ班） 











































第 4次 215名分 
第 5次 175名分 
「I-JAS」 
データ公開 







































































































シンポジウムを 2件，BTSJの活用方法講習会を 3回（参加者合計 77名，うち国外機関所属者 6名，
学生 33名）行った。 
・多言語を母語とする日本語学習者コーパスである『I-JAS（International corpus of Japanese As a 
Second language）多言語母語の日本語学習者横断コーパス』の構築を前年度から継続して行い，2018
年 5月 21日に，第三次公開として 210名分の発話データを公開した。また，2018年 4月 30日にシ
ンポジウム「日本語教育は学習者コーパスで変わる－横断コーパス・縦断コーパスそれぞれの特徴
























前者は 30件のコーパスデータ，後者は 60名分のコーパスデータを公開した。 
リソース開発班では，3件の辞典・教材の作成を継続し，データの追加公開を行った。また，シン
ポジウム 1件を開催，論文集 1冊の編集を進めた。 
・オンライン日本語基本動詞ハンドブックの作成を継続し，2019年 3月に 15見出しを追加する予定。





















係者を中心とした日本テレワーク学会 Job Casting部会との協力のもと，2件の学会発表を行った。 
また，日本語教師セミナーを国内 1回，国外 2回の計 3回開催した。国内では，「看護・介護に必要な日
本語の研究と日本語教育」を国立国語研究所で行い，129名（うち国外機関所属者 3名，学生 12名）が参
加した。国外では，「自然会話コーパスを活用した日本語教育」を 2回オーストラリアで行い，計 58 名（う
















向け講演・セミナーが 3件，講習・チュートリアルが 7件であった。 
 
６．その他 





















・野田尚史編『日本語学習者の読解過程』（ココ出版）（2019年 5月入稿，2019年 11月刊行予定）。 
5. プロジェクト共同研究員の研究成果も含め，プロジェクト全体で論文 21件（ブックチャプター含む），









1. プロジェクトを推進するために，国内外の日本語教育研究者 149名で 3つのサブプロジェクトによる共
同研究体制を組織した。 










会話（延べ 666人のデータ）として 2018年 8月 31日に一般公開した。 
・『BTSJ日本語自然会話コーパス（トランスクリプト・音声）2018年版』に新たに 13会話（26人分）
の追加データを作成した（公開は 2019年度）。 
・「BTSJ活用方法講習会」を 3回（2018年 7月 14日，東京外国語大学，2018年 12月 8日（2回実施），
国立国語研究所）行った。参加者は，7月 14日が 47名（うち，国外機関所属者 3名，学生 20名），
12月 8日の初級者向け・既修者向けの 2回が計 30名（うち，国外機関所属者 3名，学生 13名）で
あった。 




佐美まゆみ）を開催し，参加者は 47名（国外機関所属者 3名，学生 20名）であった。 
2. 下記のデータの公開に加え，2件のシンポジウムを開催した。 
・平成 30年度は，多言語を母語とする日本語学習者コーパス（I-JAS）の構築の 3年目に着手し，三
次公開（2018年 5月 21日）を行った。今回は，日本語学習者 210名分（中国語母語話者 50名，ベ
トナム語母語話者 35名，ハンガリー語母語話者 35名，スペイン語母語話者 35名，ロシア語母語話
者 35名，国内教室環境学習者 10名，国内自然環境学習者 10名）のデータを公開した。 
・2018年 4月 30日に，シンポジウム「日本語教育は学習者コーパスで変わる－横断コーパス・縦断
コーパスそれぞれの特徴－」（国立国語研究所）を開催した。第一部は「多言語を母語とする日本語
学習者コーパス（I-JAS）」のデータを用いた基調講演 1件と B-JASの紹介，第二部は B-JASのデー










・I-JASワークショップは，計 3回（2018年 10月 12日横浜国立大学で 1回，2018年 12月 23日上記
「第四回学習者コーパス・ワークショップ」で 2回）実施した。参加者は，10月 12日が 17名（う







4. オンライン日本語基本動詞ハンドブックの作成を継続し，2019年 3月に 15見出しを追加公開した。ま
た，30年 12月に 17見出しの音声コンテンツ，27見出しにミニアニメコンテンツを追加した。 
5. ウェブ版読解教材の開発を継続し，「ホテル検索サイト」シリーズ 5レッスン，「旅行のパンフレット」





・2018年 4月 23日に北京師範大学において（中国帰国者対象，担当：石黒圭），2018年 4月 28日～
29日に国立国語研究所において（日本留学者対象，担当：布施悠子，田中啓行），2018年 9月 8日，
9日に北京師範大学において（担当：野山広，布施悠子），それぞれ「北京日本語学習者縦断コーパ
ス (B-JAS) 」のデータ収集を行った。 








年 7月 31日に国際シンポジウム 「コミュニケーションのための日本語学習辞書を求めて―学習者
調査から新しい辞書の構想と開発へ―」（国際交流基金日本語国際センター）（企画者：野田尚史）













1. プロジェクト常勤研究員（PDフェロー）を 2名雇用し，日本語教育研究に関する研究指導を行った。 














学）（担当：宇佐美まゆみ）を行い，20名（うち国外機関所属者 20名，学生 3名）が参加した。 
・2019年 2月 9日に日本語教師セミナー「看護・介護に必要な日本語の研究と日本語教育」（国立国
語研究所）（担当：野田尚史）を行い，129名（うち国外機関所属者 3名，学生 12名）が参加した。 
2. 2018年 6月 9日に日本語教師を主な対象としたシンポジウム「ピア・リーディング授業の組み立て方」
（国立国語研究所）を開催し，参加者は 161名（国外機関所属者 7名，学生 41名）であった（担当：
石黒圭）。 
3. 2018年 9月 29日に日本語教師を主な対象とした研究発表会「日本語学習者のコミュニケーションの多


























1. オンライン日本語基本動詞ハンドブックおよび日本語文型バンクについて，2018年 12月 25日にイン
ドのチェンナイで，2019年 3月 5日に台湾の台北で，2019年 3月 15日にカンボジアのプノンペンで，
2019年 3月 22日にボスニア・ヘルツェゴビナのサラエボで，2019年 3月 26日にセルビアのベオグラ
ードで，それぞれデモ発表を行った。 

























































































学術講演 33件，一般向け講演・セミナー3件，講習・チュートリアル 7件，計 43件が開催され，
充実した実績を蓄積しており，高く評価できる。 
 












３０年度予算総額   69,432（58,432＋11,000）千円 
３０年度 成果の概要 
１．研究に関する計画 













































2019年度にもジャーナル論文 5件，国際会議発表 3件予定。 
上の業績とは別に音声学会の国際発信事業の一環として，過去の Best Paper 2編が英訳され学会誌『音
声研究』に掲載された。 
2. 「言語資源活用ワークショップ 2018」を 9/4,5 に開催。 
3. 「コーパスとしてのウェブテキスト活用シンポジウム」9/6に開催。 
4. 3. の 3日間の参加者数 


































1. Universal Dependencies に関連したジャーナル論文を共同研究員とともに執筆 
「Universal Dependencies 日本語コーパス」 
浅原・金山・宮尾・田中・大村・村脇・松本（自然言語処理 2019年 3月号）【項番１．（１）１．の一
部】 
Universal Dependencies に関連した国際会議発表を共同研究員とともに 3件発表（LREC-2018 1件, 
Workshop on Universal Dependencies 2件） 
分類語彙表に関連した国際会議発表を共同研究員とともに 4件行った（LREC-2018 1件, JADH-2018 2
件, PACLIC 32 1件）【項番１．（１）１．の一部】。 
2. CoNLL-2018 Shared Task に日本語データを提供した。 
3. 6/16に Universal Dependencies に関する公開研究会を実施（参加者 26名）。 
・日本の言語資源整備に関してガラパゴス化（日本国内で孤立した最適化）が進まないように通言語的
なアノテーション研究の動向を調査しながら，日本語特有の問題について積極的に対外発表を行った。













1. プロジェクト非常勤研究員を 5名雇用（内，大学院在学中 1名・大学院休学中 1名）。1名が今年度中
に学位取得予定。 
2. 大学院生 5名が共同研究員として参加。 
3. 言語資源活用ワークショップ 2018 における若手向け優秀発表賞を授与。 
4. 所内の若手研究者の研究支援のために，研究相談の場として，オフィスアワーを設定（利用 17件）。 






















2. Google社からの申し入れのあった共同研究については進捗なし（年度内に Google 社と BCCWJの利用
契約予定） 
3. ワークスアプリケーションズ徳島人工知能 NLP研究所との共同研究を 10月に開始。「複数粒度の分割
結果に基づく日本語単語分散表現」モデルをオープンデータとして無償公開(2019年 3月)。 
・Microsoftの検索ツール Bingに UniDic-cwj version 2.2.0 を提供 
（２）研究成果の社会への普及に関する計画 






2. 『現代日本語書き言葉均衡コーパス』契約申込数 33件『日本語話し言葉コーパス』契約申込数 54件 
(2019年 3月 31日現在) 
3. コーパス頒布用の契約書発行システムの整備を進め 9月より運用開始。 
4. 日本語語彙の分散表現データ (word2vec のモデル) を公開 (公開後 137名に配布)。 
高エネ研との機構間連携プロジェクトにより Poincare embedding（双曲空間への単語埋め込み）の技
術を検討。 
大阪大・お茶の水女子大とともに BERT のモデル構築の検討を開始。 
ワークスアプリケーションズとともに新しい分散表現データを構築，公開。 











1. Academia Sinica との共同研究を進めた。 
5 月に国内で打ち合わせ 
10月に前川・浅原が訪問（所長裁量経費による） 
2. 国際的な係り受けツリーバンクプロジェクト Universal Dependencies に参画しており，世界 2位の規
模の言語資源を公開。 
（２）国際的発信に関する計画 
1. LREC-2018 で Special Session 実施 (2018年 5月) 【項番１．（１）の一部】 
2. コーパス開発センター専任職員・研究員で 15 件の国際会議発表を行った。【項番１．（１）再掲】 
3. パージング（係り受け解析）の世界的な評価型ワークショップ CoNLL-2018 Shared Task にデータを提
供した。【項番２．（１）再掲】 











成果をあげている。 また, 形態素, 係り受け, 意味, 音声アラインメントの各分野において, 大
学, 公的研究機関, 企業との連携体制の下で言語資源の整備を着実に進めているばかりでなく, 
コーパス普及を目的とした検索ツールの公開・維持管理, 教材作成, 講習会実施を積極的に進めて




















パスの利用拡大を図っている。 形態素, 係り受け, 意味, 音声アラインメントの各分野において, 
















 形態素, 係り受け, 意味, 音声アラインメントの各分野において, 大学, 公的研究機関, 企業






 国外研究機関との共同研究推進が進行している。 言語資源に関する代表的な国際会議 LRECにお
いて特別セッションを企画実施, 国際会議での積極的な発表, 国際ワークショップへの評価デー








































































2. 新規データを 4回追加（約 3,500件）した。総件数は 25万 2千件。外国語雑誌オンライン・ジャーナ
ルの追加を継続し，Web上で公開されている韓国学会誌掲載論文についてもデータ追加を行った。論文
本文 PDFへのリンク情報の付与・点検については，今までの大学学術機関リポジトリ掲載論文に加え，














































6.「日本語観国際センサス」の回答データセットを 2018年 9月 19日に公開した。 
7.「「国語力観」に関する全国調査」の回答データセットを 2018年 11月 28日に公開した。 
8．国立国会図書館による国の分野横断統合ポータル「ジャパンサーチ」試験版において，国語研所蔵の次















































































いる。 また, 「日本語観国際センサス」「国語力観」の回答データセット公開, 「方言文法全国地
図」「日本言語地図」の地図画像公開などを通じて大学・研究機関の共同利用に資するデータ公開


















































































































































































誌「ことばの波止場」を年２（30年 9月，31年 3月）に刊行した。 
・研究成果を広く一般市民に発信するために，第 13回 NINJALフォーラム「日本語の変化を探る」（30
年 11月 4日，一橋講堂）を開催した。参加者は 357人であった。また，研究所創立 70周年・移管
10周年記念事業の一環として，オープンハウス 2018を開催した（30年 12月 22日）。ポスター発
表 38件，シンポジウム２件を行い，参加者は 150人（うち小中高生 4人，大学・大学院生 30人，
一般 116人）であった。その他，駒澤大学の公開講座「日本語の千年 ―コーパスで解き明かすこ
とばの生態―」においてプロジェクトメンバーが全 8回の市民向け講義を行った。小・中学生を対










ばの波止場』を年２回刊行した。内容は vol. 4 が「特集 : 言語資源の整備と研究成果発信」（30


















































安否確認を行う他，消火活動訓練，応急救護訓練を実施した。（平成 30年 11月 12日） 
・災害時，職員一人一人が安全確保を図るための手順や，具体的な対応について参考となるよう，留












リティ研修（8月 27日），国立大学法人等 CSIRT研修（9月 13,14日），国立大学法人等情報セキュ
リティ監査担当者研修（11月 19日）に参加させた。 





































































◎ 坂原   茂          東京大学名誉教授 
              専門： フランス語学，認知言語学 
 
○ 小野   正弘        明治大学教授 
           専門： 国語学・日本語史 
 
上山  あゆみ     九州大学教授 
           専門： 生成文法・日本語統語論 
 
沖    裕子      信州大学教授 
            専門： 談話，方言，日本語教育 
 
片桐   恭弘     公立はこだて未来大学学長 
           専門： 情報科学，社会言語学 
 
砂川   裕一        国際交流基金日本語国際センター所長 
           専門： 哲学，比較文化基礎論，言語文化教育論，日本語日本事情教育論 
 
橋田   浩一     東京大学教授 
            専門： 自然言語処理 
 
森山   卓郎    早稲田大学教授 
           専門： 日本語学，日本語文法 
 
 
                 任期：平成 30年 10月 1日～令和 2年 9月 30日（2年） 
 
 




















     


















































対照言語学 窪薗 晴夫 































国 語 研 規 程 第 ７ 号 




































































日 時： 令和元年 5月 14 日（火） 14:00 ～ 17:10 
 









７． コーパス開発センター  
８． 研究情報発信センター  
  
 
資 料：  
１． 共同研究プロジェクト 自己点検報告書（対照言語学：平成 30年度） 
２． 共同研究プロジェクト 自己点検報告書（統語コーパス：平成 30年度） 
３． 共同研究プロジェクト 自己点検報告書（危機言語・方言：平成 30年度） 
４． 共同研究プロジェクト 自己点検報告書（通時コーパス：平成 30年度） 
５． 共同研究プロジェクト 自己点検報告書（日常会話コーパス：平成 30年度） 
６． 共同研究プロジェクト 自己点検報告書(学習者のコミュニケーション：平成 30年度） 
７． 自己点検報告書（コーパス開発センター：平成 30年度） 













































































日 時： 令和元年 8月 1日（木）14：00～16：00 
 




２． 平成 30年度共同研究プロジェクト評価について 
３． 機関拠点型基幹研究プロジェクト中間評価について 
４． 平成 30年度「コーパス開発センター」及び「研究情報発信センター」の評価について 
５． 平成 30年度「組織・運営」，「管理業務」の評価について 
６．  その他 
 
資 料： 
１．    国立国語研究所外部評価委員名簿（平成 31年 4月 1日現在） 
２．    国立国語研究所外部評価委員会規程 
３－１．  前回議事概要（案）（平成 30年 6月 29日） 
３－２.   前回議事概要（案）（令和元年 5月 31日） 
４．    国立国語研究所プロジェクト別 平成 30年度評価担当 
5-1～5-6.  平成 30年度共同研究プロジェクト自己点検報告書 
平成 30 年度共同研究プロジェクト評価シート 
６．    機関拠点型基幹研究プロジェクト中間評価報告書 
7-1～7-2.  平成 30年度国立国語研究所 2センターに関する実績報告書 
平成 30 年度国立国語研究所 2センターに関する評価結果 
８．    平成 30年度「組織・運営」，「管理業務」に関する評価結果 
９．    平成 30年度業務の実績に関する外部評価報告書の構成について 






2020年 3月 18日 発行
編集・発行
大学共同利用機関法人 人間文化研究機構
国立国語研究所
〒 190-8561東京都立川市緑町 10-2
TEL：0570-08-8595 FAX：042-540-4333
https://www.ninjal.ac.jp/‌

